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キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

高

瀬

弘
一
郎

八一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日
付
け
日
本
発
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス

の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
豊
後
の
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
の

記
述
が
見
え
る
。
そ
の
活
動
が
少
し
ず
つ
進
展
し
て
い
く
様
子
が

分
か
る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

レ
イ
ノ

「
私
が
駐
在
し
て
い
る
こ
の
豊
後
国
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
存

ル
ガ
レ
ス

在
す
る
地
域
が
三
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
レ
ジ
オ
が
あ
る
府
内

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

ル
ガ
ル

市
、
修

練

院
が
あ
る
臼
杵
地
域
、
そ
し
て
パ
ー
ド
レ
一
人
と

エ

ル

マ

ノ

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
ダ
ド

イ
ル
マ
ン
一
人
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
会
が
存
在
す
る
由
布
地
域

で
あ
る
。

コ
レ
ジ
オ
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
五
人
、
す
な
わ
ち
パ
ー
ド

レ
三
人
と
イ
ル
マ
ン
一
二
人
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
の
〔
イ
ル
マ

ン
の
〕
内
二
人
が
日
本
人
で
あ
り
、
そ
の
他
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身

ア

ル

テ

ス

で
あ
る
。
私
が
来
着
し
た
の
で
、
教
養
科
目
〔
す
な
わ
ち
哲
学
〕

ク
ル
ソ

の
課
程
が
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
の
こ
の
指
令

を
齎
し
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
の
指

令
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、〔
受
講
す
る
〕
者
が
五
人
し
か
い
な

い
。
と
い
う
の
は
、〔
教
養
科
目
〕
課
程
を
聴
講
す
る
た
め
の
ラ

テ
ン
語
が
分
か
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
わ
れ
ら
の
主
の
御
加
護
に
よ
り
、
速
や
か
に
彼
ら
〔
受
講

生
〕
が
揃
う
こ
と
を
願
う
。

エ
ヘ
ル
シ
シ
オ
ス

五
人
全
員
が
、〔
教
養
科
目
〕
課
程
が
始
ま
る
前
に
霊
操
に
入

っ
た
。
そ
の
後
、
聖
ウ
ル
ス
ラ
の
祝
日
〔
一
〇
月
二
一
日
〕
に
彼

マ
エ
ス
ト
ロ

コ
ム
ニ
オ
ン

ら
の
教
師
が
彼
ら
に
ミ
サ
を
挙
行
し
、
彼
ら
に
聖
体
を
授
け
た
。

最
初
は
〔
教
養
科
目
〕
課
程
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
講
ぜ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
詳
細
に
講
ぜ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。／（f.179v.
）
し
か
し
、
神
の
恵
み
に
よ
り
、
パ
ー
ド
レ
・
ト

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

一
（
三
五
五
）



ク
ル
ソ

ア
ブ
レ
ヴ
ィ
ア
ン
ド

レ
ド
が
作
っ
た
〔
教
養
科
目
〕
課
程
が
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
日
本
の
た
め
に
は
そ
れ
で
充
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
く
に
基
礎
段
階
で
あ
る
現
在
は
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
四
人
の
イ
ル
マ
ン
に
、
ラ
テ
ン
語
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
い
る
優
れ
た
能
力
を
備
え
た
若
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は

す
で
に
、
日
本
語
で
上
手
に
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼
ら
の

プ
ラ
テ
ィ
カ
ス

内
の
何
人
か
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
日
本
語
で
説
教
を
す
る
。

ク
ル
ソ

と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
は
、
ラ
テ
ン
語
や
〔
教
養
科
目
〕
課
程
を

レ
ン
グ
ワ

理
解
す
る
こ
と
よ
り
も
、〔
日
本
の
〕
言
語
を
理
解
す
る
こ
と
の

方
に
、
よ
り
深
い
心
配
り
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

レ
ト
ラ
ス

エ
ル
シ
シ
オ

日
本
人
イ
ル
マ
ン
た
ち
で
さ
え
、
彼
ら
の
言
語
や
文
字
の
練
習
を

す
る
。
そ
れ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

す
べ
て
の
人
々
と
親
し
く
交
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
者
に
と
っ
て
、

そ
れ
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
が
そ

う
す
る
〔
親
し
く
交
わ
る
〕
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
望
む
か
ら
で

あ
る
（
1
）
。」

右
の
ゴ
メ
ス
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日

当
時
の
コ
レ
ジ
オ
の
活
動
状
況
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
分
か
る
。

一
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
は
パ
ー
ド
レ
三
人
、
イ
ル
マ
ン
一
二
人

が
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
内
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
二
人
、
他
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
数
は
、
先
の
一
五
八
一
年
年
報

（
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
、
長
崎
）
や
『
日
本
史
』
ａ
に
パ
ー

ド
レ
三
人
、
イ
ル
マ
ン
一
〇
人
と
記
さ
れ
て
い
た
の
に
比
べ
、
イ

ル
マ
ン
が
二
人
増
加
し
て
い
る
。
増
加
し
た
二
人
の
イ
ル
マ
ン
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
。

一
五
八
一
年
一
二
月
二
〇
日
日
本
に
存
在
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
コ

ロ

ル

レ
ジ
オ
・
カ
ザ
、
お
よ
び
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
と
題
す

る
史
料
は
、
小
論
（
上
）
の
註（
１１７
）に
示
し
た
が
、
府
内
の
聖
パ

ウ
ロ
・
コ
レ
ジ
オ
在
住
者
と
し
て
、
パ
ー
ド
レ
三
人
・
厨
房
係
イ

ル
マ
ン
一
人
・
日
本
人
説
教
者
イ
ル
マ
ン
二
人
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

修
学
生
イ
ル
マ
ン
五
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
日
本
人
イ
ル
マ
ン

は
養
方
パ
ウ
ロ
と
ミ
ゲ
ル
の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
右
の
ゴ
メ
ス
書

簡
に
記
さ
れ
て
い
る
日
本
人
イ
ル
マ
ン
二
人
は
、
彼
ら
で
は
な
い
。

と
い
う
の
は
、
後
に
引
用
す
る
一
五
八
三
年
一
一
月
一
五
日
付
け

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
書
簡
に
、
二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
マ
テ
ィ

ア
ス
と
リ
ア
ン
の
二
人
で
あ
る
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
パ
ー
ド
レ
・
ゴ
メ
ス
が
齎
し
た
巡
察
師
と
準
管
区
長
の
指

示
に
基
づ
き
、
教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲
学
の
授
業
が
始
ま
る
運
び

と
な
っ
た
。
巡
察
師
は
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
で
、
ゴ
メ
ス
が
本
書
簡

を
記
し
た
時
は
日
本
を
離
れ
て
い
た
（
2
）
。
準
管
区
長
は
コ
エ
リ
ョ

（
一
五
八
一
年
〜
九
〇
年
在
任
（
3
）
）
で
あ
っ
た
。

因
み
に
こ
の
ゴ
メ
ス
で
あ
る
が
、
一
五
五
三
年
イ
エ
ズ
ス
会
入

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

二
（
三
五
六
）



会
、
一
五
五
九
年
司
祭
叙
階
、
一
五
八
一
年
七
月
マ
カ
オ
着
、
一

ス
ペ
リ
オ
ル

五
八
三
年
七
月
二
五
日
来
日
、
直
ち
に
豊
後
地
区
の
上
長
に
な
っ

た
（
4
）。
教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲
学
課
程
開
講
の
指
示
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
イ
ン
デ
ィ
ア
へ
向
か
う
途
中
、
ゴ
メ

ス
は
日
本
へ
来
る
途
中
、
マ
カ
オ
に
お
い
て
一
時
一
緒
に
な
っ
た
。

ゴ
メ
ス
は
こ
の
指
令
を
、
マ
カ
オ
に
お
い
て
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か

ら
受
け
た
の
で
は
な
い
か
。
今
一
人
の
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
は
、

ス
ペ
リ
オ
ル

一
五
七
二
年
来
日
、
す
ぐ
に
下
地
区
の
上
長
に
な
り
、
一
五
八
一

ス
ペ
リ
オ
ル

年
半
ば
に
日
本
布
教
長
に
な
り
、
一
五
八
一
年
末
〜
八
二
年
初
に

日
本
準
管
区
長
に
就
任
、
一
五
九
〇
年
五
月
七
日
に
加
津
佐
で
死

亡
す
る
ま
で
そ
れ
を
務
め
た
（
5
）
。
一
五
八
二
年
二
月
当
時
、
準
管
区

長
コ
エ
リ
ョ
は
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
し
て
い
た
（
6
）
。

ゴ
メ
ス
は
恐
ら
く
マ
カ
オ
で
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
右
の

指
令
を
受
け
て
一
五
八
三
年
来
日
、
さ
ら
に
そ
の
少
し
前
か
ら
府

内
コ
レ
ジ
オ
に
い
た
コ
エ
リ
ョ
も
、
同
じ
く
巡
察
師
の
指
令
に
拠

っ
て
同
様
の
命
令
を
与
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
同
コ
レ
ジ
オ
で
教

養
科
目
の
講
義
が
、
五
人
の
修
学
生
を
相
手
に
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
受
講
者
は
五
人
の
イ
ル
マ
ン
で
あ
っ
て
、

こ
の
中
に
は
日
本
人
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
五
人
の
イ

ル
マ
ン
と
は
、
小
論
（
上
）
の
註（
１１７
）に
示
し
た
名
簿
史
料
に
見

え
る
五
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
学
生
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

当
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
は
、
一
五
八
一
年
ラ
テ
ン
語
と
日
本
語
の

授
業
が
行
わ
れ
、
ラ
テ
ン
語
は
古
典
学
に
進
み
、
一
五
八
二
年
に

は
修
辞
学
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見
て
来
た
が
、
こ

れ
ま
で
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
で
き
た
修
学
生
五
人
に
対
し
、
こ
こ
で

い
よ
い
よ
教
養
科
目
の
授
業
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
例
で
あ
る
が
、
コ
レ
ジ
オ
の
学
習
課
程

は
、
ラ
テ
ン
語
・
教
養
科
目
（
す
な
わ
ち
哲
学
）・
倫
理
神
学
・

神
学
の
順
に
学
ん
だ
（
7
）
。
こ
れ
は
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
に
限
る
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ま
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
も
、

修
学
生
た
ち
は
第
二
の
学
習
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
養
科
目
の
教
師
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
五
八
三
年
日
本
準

管
区
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
よ
る
と
、
居
住
施
設
別
の

名
簿
で
は
な
い
の
で
多
少
の
紛
ら
わ
し
さ
も
あ
る
が
、
府
内
コ
レ

ジ
オ
に
次
の
三
人
の
パ
ー
ド
レ
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。

パ
ー
ド
レ
・
メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
、
府
内
コ
レ

レ
イ
ト
ル

ジ
オ
の
院
長
。

パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ
、
府
内
コ
レ
ジ
オ

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

ヴ
ィ
ジ
タ

に
駐
在
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を
巡
回
。

パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
、
府
内
コ
レ
ジ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

三
（
三
五
七
）



ク
ル
ソ

レ
ン
テ

オ
に
お
け
る
課
程
の
講
師（

8
）
。

ク
ル
ソ

レ
ン
テ

右
に
見
え
る
課
程
の
講
師
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
が
、

コ
レ
ジ
オ
で
教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲
学
課
程
を
講
じ
る
教
師
で
あ

ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
一
五
八
一
年
九
月
一
五
日
付
け
臼
杵
発
カ

ブ
ラ
ル
の
書
簡
に
、
ラ
テ
ン
語
の
教
師
と
し
て
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン

ト
ニ
ノ
〔
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
〕
の
名
が
見
え
た
（
小
論
（
上
）

三
四
頁
）。
修
学
生
た
ち
に
先
ず
ラ
テ
ン
語
を
教
え
、
あ
る
程
度

そ
の
学
力
が
つ
い
た
所
で
、
次
の
段
階
と
し
て
教
養
科
目
を
、
同

じ
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
が
講
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

右
の
史
料
に
見
え
る
、
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
に
つ

い
て
の
「
課
程
の
講
師
」lente

do
curso
の
語
に
関
し
て
触
れ

て
お
く
。「
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
サ
ン
ド
レ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
が
〔
一
五
〕
九
七
年
一
〇
月
に
こ
の
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の

エ
ス
コ
ラ
ス

オ
ル
デ
ン

授
業
の
た
め
に
与
え
た
命
令
」
と
題
す
る
、
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ

オ
の
教
授
指
針
の
よ
う
な
史
料
に
、
各
ク
ラ
ス
の
名
称
と
し
て

「
ラ
テ
ン
語
の
ク
ラ
ス
」classes

de
latim

・「
教
養
科
目
の
課

程
」curso

das
artes

・「
倫
理
神
学
」cazos

da
consciencia

・

「
神
学
」theologia

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
史
料
中
、「
課
程
」

curso

の
語
は
「
教
養
科
目
」
の
意
味
で
の
み
使
用
さ
れ
、
他
の

「
ラ
テ
ン
語
」「
良
心
問
題
〔
倫
理
神
学
〕」「
神
学
」
の
意
味
で
こ

の
語
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
9
）
。

さ
ら
に
、
一
五
九
八
年
二
月
一
七
日
付
け
長
崎
発
ペ
ド
ロ
・
ゴ

メ
ス
が
記
し
た
、
一
五
九
七
年
の
日
本
年
報
の
付
録
「
マ
カ
オ
の

コ
レ
ジ
オ
と
シ
ナ
国
内
に
所
在
す
る
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
」
と
題
す
る

メ
ス
ト
レ
ス

史
料
に
は
、「〔
コ
レ
ジ
オ
居
住
の
〕
司
祭
の
内
六
人
は
教
師
で
、

テ
オ
ロ
ジ
ア

カ
ゾ
ス
・
ダ
・
コ
ン
シ
エ
ン
シ
ア

ク
ル
ソ

神
学
一
人
・
倫
理
神
学
二
人
・
課
程
一
人
・
ラ
テ
ン
語
二

人
で
あ
る
（
10
）
。」
と
見
え
る
。
右
の
「
課
程
」curso

の
語
も
、
明

ら
か
に
教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲
学
の
意
味
で
あ
る
。

三
、
教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
は
、
パ
ー
ド
レ
・

ト
レ
ドP. e

T
oledo

が
作
っ
た
教
養
科
目
の
書
籍
を
要
約
し
て
使

用
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
。
日
本
（
す
な
わ
ち
府
内
コ
レ
ジ

オ
）
で
は
未
だ
基
礎
段
階
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
充
分
だ
と
い
う
。

こ
の
ト
レ
ド
で
あ
る
が
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ト
レ
ドFrancisco

de
T

oledo

の
こ
と
か
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ト
レ
ド
（
一
五
三
二
年
〜
九
六
年
）
は

ユ
ダ
ヤ
人
の
血
を
ひ
く
ス
ペ
イ
ン
人
哲
学
者
・
神
学
者
、
一
五
三

二
年
コ
ル
ド
バ
で
生
ま
れ
た
。
一
五
五
四
年
〜
五
八
年
サ
ラ
マ
ン

カ
で
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ド
ミ
ン
ゴ
・
デ
・
ソ
ト
の
許
で
神
学
を
学

び
、
ま
た
一
五
五
七
年
〜
五
八
年
哲
学
を
教
授
し
た
。
司
祭
叙
階

を
受
け
、
一
五
五
八
年
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
、
シ
マ
ン
カ
ス
で

修
練
期
を
終
え
て
ロ
ー
マ
に
行
き
、
コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ノ
で
一
五

史

学
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五
九
年
〜
六
二
年
哲
学
を
教
授
し
、
六
二
年
〜
六
九
年
神
学
を
教

え
た
。
一
五
六
九
年
ロ
ー
マ
教
皇
ピ
ウ
ス
五
世
（
一
五
六
六
〜
七

プ
レ
デ
ィ
カ
ド
ル

二
年
在
位
）
は
彼
を
自
分
の
説
教
者
に
任
じ
た
。
続
く
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
一
三
世
（
一
五
七
二
〜
八
五
年
在
位
）・
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五

世
（
一
五
八
五
〜
九
〇
年
在
位
）・
ウ
ル
バ
ヌ
ス
七
世
（
一
五
九

〇
年
九
月
一
五
日
〜
同
年
同
月
二
七
日
在
位
）
の
許
で
も
、
彼
は

同
じ
役
職
を
務
め
た
。
つ
ま
り
彼
は
、
当
時
最
高
の
説
教
者
の
一

人
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
説
教
は
、
雄
弁
と
率
直
さ
で
有
名

で
あ
っ
た
。
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
・
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
、

と
り
わ
け
ク
レ
メ
ン
ス
八
世
（
一
五
九
二
〜
一
六
〇
五
年
在
位
）

の
許
で
、
彼
は
神
学
の
面
だ
け
で
な
く
、
教
会
に
関
わ
る
諸
々
の

事
柄
に
つ
い
て
影
響
力
を
発
揮
し
た
。
ク
レ
メ
ン
ス
八
世
は
彼
を

枢
機
卿
に
任
じ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
枢
機
卿
に
な
っ
た
の
は
、

ト
レ
ド
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
外
交
の
方
面
で
も
い
ろ
い
ろ

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ア
ク
ワ
ヴ
ィ
ヴ
ァ

に
対
し
て
、
見
解
を
異
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
は
一
六
世
紀

に
お
け
る
ス
コ
ラ
哲
学
の
復
興
に
貢
献
し
た
（
11
）
。

そ
の
著
作
は
多
数
に
上
る
が
、
大
部
分
は
哲
学
・
神
学
・
聖
書

解
釈
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。『
イ
エ
ズ
ス
会
歴
史
事
典
』
や

E
nciclopedia

V
niversalIlvstrada

に
も
彼
の
著
作
リ
ス
ト
が

載
っ
て
い
る
が
、
い
まSom

m
ervogel

に
拠
る
と
、
ト
レ
ド
の

著
作
と
し
て
一
三
点
挙
げ
る
。
一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日
付
け

日
本
発
の
書
簡
に
、
ト
レ
ド
の
哲
学
書
を
要
約
し
て
テ
キ
ス
ト
と

し
て
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

ト
レ
ド
の
著
作
の
内
該
当
す
る
も
の
は
ど
れ
か
を
考
え
る
場
合
、

考
察
の
対
象
に
な
り
得
る
の
は
そ
の
出
版
年
の
点
で
一
つ
の
枠
が

あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
枠
内
の
も
の
も
何
点
か
あ
り
、

い
ず
れ
の
著
作
か
確
定
は
困
難
で
あ
る
（
12
）
。

さ
ら
に
手
掛
か
り
を
求
め
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
マ
カ
オ
に

存
在
し
た
書
籍
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
そ
の
時
期
の
マ
カ
オ
教
会

所
蔵
書
籍
目
録
が
二
つ
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
、
マ
カ

オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
蔵
書
目
録
（
一
六
一
六
年
）
に
は
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
デ
・
ト
レ
ド
の
著
作
は
見
え
な
い
（
13
）
。
今
一
点
、「
日
本
司

教
ド
ン
・
デ
ィ
オ
ゴ
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
の
死
〔
一
六
三
三
年
一
〇
月

二
八
日
（
14
）
〕
に
際
し
て
彼
の
書
架
に
あ
っ
た
書
籍
の
目
録
（
一
六
三

三
年
一
一
月
一
一
日
）」
と
題
す
る
蔵
書
目
録
が
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
彼
の
著
作
が
三
点
見
え
る
。
同
史
料
に
は
書
名
が
簡
略
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
の
は
ど
の
書
籍
か
、
ア
ン

ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
考
証
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
三
点
の
ト
レ
ド
の

著
作
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
通
し

番
号
を
付
す
。
史
料
に
は
番
号
は
付
さ
れ
て
い
な
い
）。

（
９５
）

T
olet

in
Joannem

.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

五
（
三
五
九
）



（
１２３
）

Sum
m

a
T

oleti.
（
１３１
）

T
olet.in

E
p.B

.Pauliad
R

om （
15
）.

右
の
記
載
に
つ
い
て
、
ア
ン
ベ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の

書
籍
で
あ
る
と
す
る
。

（
９５
）

D
octoris

Francisci
T

oleti
C

ordubensis,
e

Socie-

tate
Jesu

,
in

sacrosanctum
Joannis

E
vangelium

C
om

m
entarii.R

om
e,1588.

（
１２３
）

Francisci
T

oleti
S.

R
.

E
.

C
ardinalis

Sum
m

ae
de

Instructione
sacerdotis

libri
septem

.
Lyon,

H
orace

C
ardon,1599,puis

1606.

（
１３１
）

FrancisciT
oleti,

e
Societate

Jesu,
S.

R
.

E
.

Pres-

byteri
C

ardinalis
com

m
entarii

et
annotationes

in

E
pistolam

B
.Pauliad

R
om

anos.R
om

e,1602 （
16
）.

ト
レ
ド
の
右
の
三
点
の
書
籍
は
、
そ
れ
ら
の
刊
行
年
か
ら
も
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
テ
ー
マ
か
ら
も
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
で
要

約
し
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
と
い
う
著
作
で
は
あ
り
得
な

い
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
初
期
の
頃
で
あ
る
が
、
イ

エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
メ
ル
シ
オ
ル
・
ヌ
ネ
ス
・
バ
レ
ト
が
一
五

五
六
年
日
本
に
渡
来
し
た
際
（
17
）
、
か
な
り
な
冊
数
の
書
籍
を
齎
し
た
。

そ
れ
以
前
に
宣
教
師
に
よ
っ
て
日
本
に
齎
さ
れ
た
書
籍
は
極
く
僅

か
で
、
一
応
纏
ま
っ
た
数
の
欧
文
書
籍
が
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た

の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
書
籍
を
含
め
、
こ
の
時
ヌ
ネ

ス
・
バ
レ
ト
が
齎
し
た
物
品
の
目
録
が
伝
存
し
て
い
る
。「
一
五

五
四
年
に
パ
ー
ド
レ
・
メ
ス
ト
レ
・
メ
ル
シ
オ
ル
が
日
本
に
携
行

し
た
物
品
の
一
覧
表
」
と
題
す
る
史
料
で
あ
る
。
表
題
は
一
五
五

四
年
に
齎
し
た
よ
う
に
記
し
て
あ
る
が
、
実
際
に
彼
が
日
本
に
渡

来
し
た
の
は
一
五
五
六
年
の
よ
う
で
あ
る
。
齎
さ
れ
た
物
品
を
分

類
し
て
列
記
し
て
あ
り
、
書
籍
も
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
（
18
）
。

そ
れ
ら
の
書
名
は
簡
略
に
記
し
て
あ
る
が
、
ロ
ペ
ス
・
ガ
イ
神

父
は
か
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
書
籍
名
を
考
証
し
、
そ
の
解

説
を
記
述
す
る
論
考
を
発
表
し
た
（
19
）
。
同
史
料
お
よ
び
ロ
ペ
ス
・
ガ

イ
神
父
の
論
文
に
拠
り
、
こ
の
時
わ
が
国
に
齎
さ
れ
た
書
籍
に
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ト
レ
ド
の
著
作
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
彼

の
年
譜
や
そ
の
著
作
の
年
代
か
ら
も
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
以

上
要
す
る
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
で
一
五
八
三
年
に
開
講
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
哲
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
そ
の
要
約
を
使
用
す
る

予
定
と
さ
れ
た
パ
ー
ド
レ
・
ト
レ
ド
の
著
作
と
は
ど
の
書
籍
を
指

す
の
か
、
推
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

四
、
教
養
科
目
（
す
な
わ
ち
哲
学
）
の
課
程
に
進
ん
だ
五
人
の

イ
ル
マ
ン
以
外
に
、
彼
ら
に
続
い
て
さ
ら
に
四
人
の
イ
ル
マ
ン
が
、

ラ
テ
ン
語
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
ゴ
メ
ス
が
本
書
簡
を
認
め
た

史
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当
時
、
コ
レ
ジ
オ
に
は
一
二
人
の
イ
ル
マ
ン
が
居
住
し
て
お
り
、

そ
の
内
日
本
人
は
二
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
一
〇
人

コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

が
外
国
人
、
そ
の
中
に
は
実
務
助
修
士
が
一
人
含
ま
れ
た
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
残
る
九
人
が
学
習
を
目
的
に
コ
レ
ジ
オ
に
い
る
修
学

生
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
九
人
の
内
五
人
が
教
養
科
目
課
程
に

進
み
、
四
人
は
未
だ
ラ
テ
ン
語
学
習
中
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
一
五
八
一
年
年
報
（
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
付

け
）
に
は
、
イ
ル
マ
ン
は
日
本
人
や
実
務
助
修
士
を
含
め
全
部
で

一
〇
人
と
見
え
、『
日
本
諸
事
要
録
』（
一
五
八
二
年
二
月
二
〇
日

現
在
）
に
は
、
イ
ル
マ
ン
七
〜
八
人
が
ラ
テ
ン
語
か
ら
教
養
科
目

す
な
わ
ち
哲
学
に
進
む
段
階
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
、
一
年
九
ヵ
月
ほ
ど
経
過
し
た
頃
の
現
状
を
記
述
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
こ
の
ゴ
メ
ス
の
書
簡
で
は
、
学
習
中
の
修
学
生
イ

ル
マ
ン
の
人
数
は
九
人
に
増
え
て
い
る
が
、
教
養
科
目
受
講
の
修

学
生
の
人
数
は
五
人
に
減
少
し
て
い
る
。
教
養
科
目
受
講
に
進
ん

で
み
た
が
、
二
〜
三
人
は
ま
た
ラ
テ
ン
語
の
ク
ラ
ス
に
戻
っ
た
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ラ
テ
ン
語
の
教
師
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
こ

れ
ま
で
同
様
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
が
務

め
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
、
お
そ
ら
く
養
方
軒
パ
ウ
ロ
と

ミ
ゲ
ル
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
は
外
国
人
イ
ル
マ
ン
に
対
す
る
日
本

語
の
教
師
で
あ
り
、
ま
た
説
教
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
同
じ
イ
ル

マ
ン
で
も
外
国
人
修
学
生
イ
ル
マ
ン
に
伍
し
て
学
習
し
、
パ
ー
ド

レ
を
目
指
す
立
場
で
は
な
か
っ
た
。
外
国
人
イ
ル
マ
ン
は
、
ラ
テ

ン
語
や
哲
学
の
学
習
よ
り
も
日
本
語
学
力
の
上
達
に
鋭
意
努
力
を

注
い
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
も
日
本
人
イ
ル
マ
ン
の
二
人
は
重

要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

九一
五
八
三
年
一
一
月
一
五
日
付
け
日
本
発
、
メ
ル
シ
オ
ル
・

デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
（
良
い
文
章
で
は
な
い
、
綴
り
が
少
し
違
っ
て
い

る
、
解
読
に
難
渋
）。

「
こ
の
日
本
に
つ
い
て
猊
下
に
書
き
送
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
が

レ
イ
ノ

私
の
役
目
で
あ
る
の
で
、
こ
の
豊
後
国
に
あ
る
こ
の
コ
レ
ジ
オ

に
つ
い
て
猊
下
に
報
告
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
思
う
。

フ
ァ
ブ
リ
カ

コ
レ
ジ
オ
の
所
在
地
と
そ
の
建
造
物
は
、
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
・

ア
レ
サ
ン
デ
ル
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
遺
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

ル
ア
・
コ
レ
ン
テ

わ
ず
か
に
、
コ
レ
ジ
オ
が
道
路
に
通
じ
る
主
要
な
入
口
を
備
え

エ
ル
レ
イ

る
よ
う
に
と
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
〔
大
友
宗
麟
〕
が
与
え
た
一

カ
ミ
ニ
ョ

本
の
道
が
増
え
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
道
は
、
以
前
は
そ
こ
に

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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（
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六
一
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ト
ラ
ヴ
ェ
サ

エ
ル
レ
イ

小
径
が
通
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
王
は
木
材
を
援
助
し
た
。
そ
し

カ
ミ
ニ
ョ

て
〔
同
王
は
〕
前
述
の
道
に
、
木
製
の
門
を
一
つ
作
る
の
に
力
を

セ
ウ
ス
・
デ
・
ス
ア
・
カ
ザ

藉
す
よ
う
彼
の
一
族
の
者
た
ち
を
説
得
し
た
。
そ
れ
は
日
本
で
は
、

エ
デ
フ
ィ
シ
オ

フ
ァ
ブ
リ
カ

パ
テ
ィ
オ

そ
の
建
物
・
建
造
物
全
体
の
装
飾
の
た
め
に
、
前
部
の
庭
の
第
一

の
入
口
に
設
置
す
る
慣
習
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
門
は
作
ら
れ
た
。

そ
の
〔
門
の
〕
工
事
以
前
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
後
今
に
至
る
ま

レ
イ

イ
グ
レ
ジ
ャ

で
、
同
王
は
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
の
中
に
一
つ
の
教
会
を
建
造
し
た

い
、
そ
れ
以
外
の
建
築
工
事
を
も
し
た
い
と
い
う
強
い
希
望
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
が
今
は
、
戦
い
に
関
す
る
諸
事
情
と
窮
乏
の
た

め
不
可
能
で
あ
る
。
日
本
の
国
土
は
非
常
に
貧
し
く
、
し
か
も
彼

レ
イ
ノ

ジ
ェ
ン
テ
ィ
オ

〔
王
〕
は
す
で
に
か
な
り
以
前
に
王
国
を
異
教
徒
の
息
子
（
20
）
の

エ

ン

ト

レ

ゲ

手
に
委
ね
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
彼
の
大
な
る
望
み
を
遂
行
す

る
た
め
の
力
が
彼
に
残
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
驚
く
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

彼
は
主
と
し
て
二
つ
の
理
由
か
ら
、
こ
の
工
事
を
成
し
遂
げ
た

ジ
ェ
ン
テ
ィ
リ
コ

い
と
望
ん
で
い
る
。
一
つ
は
、
日
本
全
体
の
異
教
〔
崇
拝
〕
に

抗
す
る
彼
の
敬
虔
さ
と
神
へ
の
崇
敬
・
崇
拝
を
表
す
た
め
で
あ
り
、

ク
ビ
ク
ロ
ス

第
二
は
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
は
小
部
屋
五
つ
の
空
間
し
か
な
く
、
そ

こ
は
未
だ
ほ
ぼ
新
し
い
が
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
所
は
老
朽
化

が
進
み
、
倒
壊
に
瀕
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ど
う
し

イ
グ
レ
ジ
ャ

て
も
こ
こ
二
年
間
に
、
教
会
に
つ
い
て
も
そ
の
他
の
所
に
つ
い

オ

ブ

ラ

て
も
、
全
面
的
に
新
た
に
別
の
建
築
工
事
を
し
て
対
応
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
最
も
確
か
な
こ
と
は
、
こ
の
工
事
に
お
い
て
費
や

す
も
の
を
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
猶
予
を
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
猊
下
は
そ
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
、
彼
ら
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
こ
の
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。

と
い
う
の
は
、
そ
こ
〔
府
内
コ
レ
ジ
オ
〕
で
過
ご
し
、
す
べ
て
に

わ
た
っ
て
よ
く
見
届
け
た
経
験
が
あ
り
、
如
何
に
す
れ
ば
〔
同
コ

レ
ジ
オ
が
〕
存
続
し
得
る
か
を
判
断
出
来
る
巡
察
師
パ
ー
ド
レ
や

そ
の
他
の
人
々
が
、
貴
地
（
21
）
に
は
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
い
る
。
す

ミ
ア
コ

な
わ
ち
マ
テ
ィ
ア
ス
（
22
）
と
リ
ア
ン
（
23
）
で
あ
る
。
二
人
と
も
京
都
出
身
で
、

エ
ゼ
ル
シ
テ
ィ
オ
・
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
ル

ド
ミ
ン
ゴ
ス

デ
ィ
ア
ス
・
サ
ン
ク
ト
ス

霊

操
の
修
行
を
し
、
主
日
と
祝

日
と
に
コ
レ

ア
ル
デ
イ
ア
ス

ジ
オ
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
村
々
に
お
い
て
説
教
を
し
、
改
宗
し

た
異
教
徒
た
ち
に
教
理
教
育
を
し
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
と
話
し

ア
レ
ゾ
ア
ダ
メ
ン
テ

合
い
、
彼
ら
を
教
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
適
切
な
教
育
を
受

け
て
い
る
。
マ
テ
ィ
ア
ス
は
そ
の
召
命
の
内
に
心
穏
か
に
暮
ら
し

て
い
る
が
、
リ
ア
ン
は
、
当
地
同
様
そ
の
地
で
敬
虔
な
勤
め
を
す

る
と
い
う
口
実
で
郷
里
に
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か
気
持

ち
が
不
安
定
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
誘
惑
は
強
い
も

の
で
は
な
い
の
で
、
若
者
の
欲
望
の
如
く
消
え
て
な
く
な
る
か
、

史
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ま
た
は
常
に
変
化
し
そ
し
て
飢
渇
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、

同
じ
よ
う
に
突
然
の
出
来
事
で
、
彼
が
意
図
し
な
い
内
に
、
彼
が

そ
の
望
み
を
遂
げ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ
ス

こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
さ
ら
に
、
修
学
生
で
あ
る
イ
ル
マ
ン
四

グ
ラ
マ
テ
ィ
カ

人
が
居
住
し
て
い
る
。
彼
ら
の
内
の
二
人
は
、
一
年
と
少
し
文
法

を
受
講
し
て
い
る
。
彼
ら
は
マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ
（
24
）
お
よ
び
ジ
ェ

ア
レ
ゾ
ア
ダ
ア
ビ
リ
ダ
デ

ロ
ニ
モ
・
コ
レ
ア
（
25
）
と
い
い
、
適
正
な
能
力
を
有
す
る
。
他
の
二

人
は
、
シ
マ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
（
26
）
お
よ
び
ア
ン
ド
レ
・
ド
リ
ア
（
27
）

プ
リ
ン
シ
ピ
ア
ン
テ
ス

と
い
う
。
彼
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
初
心
者
で
あ
る
。
彼
ら
の
内
の

三
人
は
、
お
お
よ
そ
二
〇
歳
で
あ
る
。
イ
ル
マ
ン
・
ボ
ラ
リ
ョ
は
、

す
で
に
三
〇
歳
か
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
彼
は
学
習
す
る
の
と
同
時

カ
ザ
・
ダ
・
ノ
ヴ
ィ
シ
ア
リ
ア

に
、
こ
の
コ
レ
ジ
オ
、
臼
杵
の
修

練

院
、
由
布
の
諸
レ
ジ
デ

プ
ロ
ク
ラ
ド
ル

ン
シ
ア
、
津
久
見
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
会
計
係
を
務
め
て
い
る
。

由
布
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ゴ
ン
サ
ロ
・
レ
ベ
ロ
（
28
）
が

居
住
し
、
津
久
見
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ジ
ョ
ア

ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
（
29
）
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
れ
〔
津
久
見
レ
ジ
デ

エ
ル
レ
イ

ン
シ
ア
〕
は
こ
の
度
新
た
に
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
〔
大
友
宗

レ
イ

麟
〕
の
要
請
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
。
同
王
が
居
住
し
て
い
る
あ

ア
ル
デ
ア

の
村
に（

30
）、
パ
ー
ド
レ
一
人
と
イ
ル
マ
ン
一
人
が
共
に
滞
在
す
る
の

を
、
彼
〔
同
王
〕
が
望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
〔
同
村
〕
は
す
で
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
パ
ー
ド
レ
・
ジ
ョ

ア
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
は
非
常
に
愚
か
で
、
生
来
判
断
力
に
乏
し

い
。
も
し
も
か
か
る
場
所
に
お
い
て
、
同
王
の
内
的
・
外
的
の
利

益
の
た
め
、
さ
ら
に
は
わ
れ
わ
れ
の
イ
エ
ズ
ス
会
自
体
の
必
要
／

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

レ
イ

（f.182v.

）、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
会
の
利
益
の
た
め
に
、
王
が
勧

告
し
交
渉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
の
賢
明
に
し
て
思
慮
深
く
、

円
熟
し
た
パ
ー
ド
レ
の
居
住
が
可
能
で
あ
る
な
ら
、
そ
し
て
そ
の

こ
と
に
同
王
が
満
足
す
る
な
ら
、
同
王
は
そ
の
す
べ
て
に
対
し
て
、

大
な
る
支
援
を
寄
せ
る
で
あ
ろ
う
。
今
は
、
大
変
な
人
手
不
足
の

た
め
に
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
れ

に
事
欠
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
さ
ら
に
五
人
の
イ
ル
マ
ン
が
お
り
、
お
お

ロ

ジ

カ

ク
ル
ソ

よ
そ
一
ヵ
月
前
か
ら
、
論
理
学
の
課
程
を
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、

ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
（
31
）
、
ガ
ス
パ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
（
32
）
、
ア
マ
ド

ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
（
33
）
、
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
（
34
）
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ

ド
リ
ゲ
ス
（
35
）
で
あ
る
。

ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
は
、
大
し
て
能
力
を
有
し
な
い
。
ペ

〔
ド
〕
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
は
、
今
の
と
こ
ろ
理
解
が
悪
い
。
し
か
も
、

将
来
上
達
す
る
見
込
み
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
三
人
は
、
非
常

シ
エ
ン
シ
ア

に
優
れ
た
能
力
を
備
え
、
学
問
に
没
頭
す
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

九
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イ
ル
マ
ン
・〔
ミ
ゲ
ル
・
〕
ソ
ア
レ
ス
は
、
三
〇
歳
以
上
で
あ

ろ
う
。
他
の
四
人
は
、
お
お
よ
そ
二
五
歳
で
あ
る
。
ソ
ア
レ
ス
は

良
識
あ
る
人
物
と
期
待
出
来
る
。〔
修
練
院
〕
内
部
や
対
外
的
な

ノ
ヴ
ィ
シ
ア
リ
ア

あ
ら
ゆ
る
仕
事
や
奉
仕
の
た
め
に
、
彼
は
一
年
程
前
に
修
練
院
に

ノ

ヴ

ィ

ソ

ス

お
い
て
、
パ
ー
ド
レ
・
ペ〔
ド
〕ロ
・
レ
マ
ン
（
36
）
を
助
け
て
修
練
者
た
ち

を
世
話
し
た
。
そ
の
こ
と
で
彼
を
助
け
て
い
た
イ
ル
マ
ン
・
ガ
ス

パ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
が
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
い
う
わ
け
で
、〔
ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
以
外
の
〕
他
の
四
人
は

未
だ
若
者
の
如
き
振
舞
で
あ
る
。
わ
れ
ら
の
主
の
助
け
を
得
て
、

年
月
を
経
て
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
。
徳
の
面
で
も
少
し
ず
つ
成
長

す
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
さ
ら
に
イ
ル
マ
ン
・
ジ
ェ
ラ
ル
デ

コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

ィ
ノ
（
37
）
が
い
る
。
彼
は
今
年
そ
ち
ら
か
ら
当
地
に
、
実
務
助
修
士
の

リ
ン
ゴ
ア
・
ダ
・
テ
ラ

イ
ル
マ
ン
と
し
て
来
た
。
現
地
の
言
語
〔
日
本
語
〕
を
理
解
し
な

い
。
そ
れ
に
つ
い
て
極
め
て
初
心
者
で
あ
る
。

ロ

ジ

カ

メ
ス
ト
レ

論
理
学
の
教
師
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
〔
・
プ
レ
ネ
ス

デ
ス
ト
ロ

テ
ィ
ノ
〕
で
あ
る
。
そ
れ
に
あ
ま
り
造
詣
深
く
な
い
。
他
の
人
々

〔
パ
ー
ド
レ
た
ち
〕
は
そ
れ
を
う
ま
く
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
う
ま
く
出
来
る
で
あ
ろ
う
別
の
〔
パ
ー
ド

レ
〕
を
そ
の
任
か
ら
外
す
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。〔
そ
の

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

パ
ー
ド
レ
が
〕
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
奉
仕
に
携
わ
る
た
め
で
あ
る
。

パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
仕
事
を
手
伝
う

こ
と
が
出
来
る
た
め
に
は
現
地
の
言
語
〔
日
本
語
〕
を
修
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

レ

ル

彼
ら
〔
イ
エ
ズ
ス
会
〕
が
彼
に
与
え
た
仕
事
が
講
義
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
彼
を
心
穏
や
か
に
さ
せ
る
た
め
で
も
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
で
の
生
活
の
た
め
に
彼
の
気
持
ち
が
不

安
定
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
半
分
ま
で
講
義
を
す
る（

38
）
こ
の

ロ

ジ

カ

仕
事
に
よ
っ
て
、
彼
は
比
較
的
心
穏
や
か
に
な
っ
た
。
論
理
学
が

要
綱
風
に
要
約
し
て
講
ぜ
ら
れ
て
い
る（

39
）
が
、
し
か
し
彼
が
、
そ
れ

〔
論
理
学
〕
を
最
後
ま
で
講
じ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
の
力
量
を

有
す
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

現
在
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
、
パ
ー
ド
レ
・
ラ
グ
ナ
（
40
）
を

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

借
り
て
き
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
の
世
話
を
し
、
巡
察
し
、
告

解
を
聴
く
た
め
に
別
の
パ
ー
ド
レ
を
補
充
し
て
も
ら
う
ま
で
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
〔
同
キ
リ
ス
ト
教
会
〕
は
端
か
ら
端
ま
で
お
お

よ
そ
一
三
レ
グ
ワ
で
、
そ
こ
に
当
コ
レ
ジ
オ
が
世
話
を
す
る
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
暮
ら
し
て
い
る
。

上
記
の
記
述
か
ら
猊
下
は
次
の
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

エ
ス
ト
ゥ
ド

エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ
ス

わ
ち
、
こ
の
わ
れ
わ
れ
の
コ
レ
ジ
オ
は
、
学
習
や
、
修
学
生
た
ち

を
養
育
す
る
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、

オ
フ
ィ
シ
ア
イ
ス

そ
の
た
め
に
、
そ
こ〔
同
コ
レ
ジ
オ
〕に
少
な
く
と
も
実
務
担
当
者

史
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ミ
ニ
ス
ト
ロ

ソ
ト
ミ
ニ
ス
ト
ロ

二
人
、
す
な
わ
ち
副
院
長
と
厨
房
係
が
い
る
必
要
が
あ
る
。
と
い

う
の
は
、
い
ま
は
副
院
長
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

上
に
名
を
挙
げ
た
修
学
生
で
あ
る
イ
ル
マ
ン
・
マ
ノ
エ
ル
・
ボ

プ
ロ
ク
ラ
ド
ル

ラ
リ
ョ
は
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
カ
ザ
に
補
給
を
す
る
会
計
係
の

仕
事
を
も
務
め
て
い
る
。
同
時
に
そ
れ
と
共
に
、
厨
房
係
を
も
務

め
て
い
る
。
こ
の
す
べ
て
の
こ
と
を
彼
は
、
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て

ク
リ
ス
タ
ン
ダ
デ

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
や
、
同
コ
レ
ジ
オ
が
教
会
の

ペ

ル

ラ

ド

ク

ラ

オ
ブ
レ
イ
ロ
ス

高
位
聖
職
者
・
主
任
司
祭
・
働
き
手
と
し
て
奉
仕
す
る
そ
の

ク

リ

ス

タ

ン

ダ

デ

キ
リ
ス
ト
教
会
を
建
て
、
そ
し
て
務
め
を
果
た
す
当
地
域
に
お
い

て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
を
犠
牲
に
し
な
い
で
は
、
な

し
得
な
い
（
41
）
。」

右
の
書
簡
を
記
し
た
メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
府

内
コ
レ
ジ
オ
院
長
と
し
て
、
す
で
に
登
場
し
た
。
こ
の
人
物
に
つ

い
て
、
一
五
七
九
年
一
二
月
在
日
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿

に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。「
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
イ
ン
デ
ィ
ア
生
ま
れ
、
五
〇

歳
、
イ
エ
ズ
ス
会
歴
二
〇
年
以
上
、
陰
鬱
で
体
調
不
良
、
約
一
五

年
在
日
、〔
日
本
の
〕
言
語
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
、
府
内
に
い

る
（
42
）。」こ

こ
に
府
内
コ
レ
ジ
オ
院
長
と
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
未
だ

創
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
に
は
、「
こ
の
〔
府
内
〕
コ
レ
ジ
オ

レ
イ
ト
ル

の
院
長
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
し
て
も
、
ま
た
日
本
で
も
経
歴

の
非
常
に
古
い
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド

が
就
任
し
た
（
43
）
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
、

コ
レ
ジ
オ
の
初
代
院
長
に
就
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
五
八
一
年
一
二
月
二
〇
日
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
イ

レ
イ
ト
ル

ル
マ
ン
の
名
簿
に
は
、
府
内
の
聖
パ
ウ
ロ
・
コ
レ
ジ
オ
の
院
長
と

し
て
、
パ
ー
ド
レ
・
ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
名
が

み
え
る
（
44
）
。

一
五
八
二
年
二
月
に
お
け
る
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
イ

ル
マ
ン
の
名
簿
に
は
、
パ
ー
ド
レ
・
メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド
に
つ
い
て
、「
哲
学
課
程
の
後
、
二
年
間
神
学
を
受
講
、

二
年
間
文
法
を
教
授
、
ゴ
ア
修
練
者
の
教
師
、
院
長
、
一
五
八
二

年
三
盛
式
誓
願
司
祭
（
45
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
五
八
三
年
日
本
管
区
イ
エ
ズ
ス
会
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の

名
簿
に
、
パ
ー
ド
レ
・
メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
に
つ

い
て
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
院
長
と
記
さ
れ
て
い
る
（
46
）
。

し
か
し
、
一
五
八
七
年
一
二
月
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
デ
ィ
ア
管

区
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
は
、
マ
カ
オ
・
カ
ザ
の
居
住

者
の
中
に
メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
名
が
見
え
、

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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「
日
本
の
来
訪
者
（
47
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
時
期
に
は
、

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
マ
カ
オ
に
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
の
マ
カ
オ

渡
航
に
つ
い
て
少
し
記
す
。

一
五
八
七
年
一
〇
月
二
日
付
け
平
戸
発
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

記
述
の
イ
エ
ズ
ス
会
一
五
八
七
年
度
年
報
に
、
次
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。ジ

ュ

ン

コ

ミ
ソ
ン
エ
ス

「
昨
年
の
ジ
ャ
ン
ク
船
が
発
っ
た
後
に
形
成
さ
れ
た
布
教
団
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
豊
後
か
ら
、
パ
ー
ド
レ
・
メ
ル
シ
オ
ル
・

デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
下
関
に
来
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
し
て
、

マ

ル

コ

そ
し
て
イ
ン
デ
ィ
ア
の
モ
ル
ッ
カ
と
日
本
で
の
経
歴
が
非
常
に
古

い
人
物
で
あ
る
。
そ
こ
〔
日
本
〕
に
二
三
年
間
滞
在
し
た
。
立
派

ペ
ド
ラ

ゴ

タ

な
活
躍
を
し
た
が
、
老
齢
に
達
し
、
結
石
と
痛
風
の
病
が
極
め
て

重
篤
で
、
も
う
す
で
に
、
腕
で
支
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
場
所
を

移
動
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
日
本
〔
の
懸
案
〕

が
解
決
し
始
め
た
そ
の
端
緒
で
あ
り
、
ま
た
当
地
で
は
彼
に
対
し

て
必
要
な
薬
を
処
方
す
る
便
宜
が
な
く
、
彼
が
し
き
り
に
そ
れ
を

望
み
、
求
め
た
の
で
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
が
彼
を
、
同
じ
〔
昨

年
の
〕
ジ
ャ
ン
ク
船
で
シ
ナ
に
送
っ
た
。
マ
カ
オ
に
お
い
て
、
よ

り
よ
い
治
療
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
48
）
。」

つ
ま
り
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
院
長
を
務
め
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
、

病
気
治
療
の
た
め
一
五
八
六
年
に
日
本
を
発
っ
た
ジ
ャ
ン
ク
船
で

マ
カ
オ
に
行
っ
た
と
い
う
。
シ
ュ
ッ
テ
神
父
は
右
の
年
報
に
拠
り
、

こ
の
年
一
〇
月
に
平
戸
か
ら
マ
カ
オ
に
渡
航
し
た
ジ
ャ
ン
ク
船
を

利
用
し
て
、
彼
が
マ
カ
オ
に
渡
航
し
た
と
記
す
（
49
）
。

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
病
気
治
療
の
た
め
に
マ
カ
オ
に
行
っ
た
後
の

コ
レ
ジ
オ
院
長
に
つ
い
て
は
、
右
に
引
用
し
た
一
五
八
七
年
一
二

月
の
名
簿
（
註（
47
））
に
、
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル

レ
ク
ト
ル

テ
オ
ロ
ジ
ア

デ
ロ
ン
に
つ
い
て
、「〔
府
内
コ
レ
ジ
オ
〕
院
長
兼
神
学
の

レ
ク
ト
ル

講
師（

50
）
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
カ
ル
デ
ロ
ン
が
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
後

を
継
い
で
コ
レ
ジ
オ
院
長
に
就
任
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
右
に
引
用
し
た
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
院
長
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の

一
五
八
三
年
一
一
月
一
五
日
付
書
簡
に
よ
っ
て
、
次
の
事
実
が
判

明
す
る
。

一
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
全
容
は
、
基
本
的
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が

遺
し
た
の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
僅
か
に
大
友
宗
麟
の
援
助
に
よ

り
、
門
が
作
ら
れ
た
外
、
些
細
な
拡
張
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

二
、
コ
レ
ジ
オ
は
、
五
つ
小
部
屋
は
新
し
い
が
そ
れ
以
外
は
老
朽

化
し
て
い
る
。
二
年
以
内
に
教
会
や
そ
の
他
に
つ
い
て
、
全
面

的
に
建
築
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
費
用
は
イ
エ

ズ
ス
会
が
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
部
屋
が
五
つ
あ
っ

た
と
い
う
点
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
『
日
本
諸
事
要
録
』
の
記

史
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述
と
同
じ
で
あ
る
。

三
、
現
在
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
い
た
。

マ
テ
ィ
ア
ス
と
リ
ア
ン
で
あ
る
。
説
教
者
と
し
て
活
動
し
て
い

た
。
一
五
八
一
年
九
月
一
五
日
付
け
臼
杵
発
カ
ブ
ラ
ル
の
書
簡

で
は
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
二
人
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、

二
人
と
も
修
学
生
で
、
そ
の
一
人
は
養
方
軒
パ
ウ
ロ
で
あ
っ
た
。

一
五
八
一
年
一
二
月
二
〇
日
在
日
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名

簿
に
は
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
在
住
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
養
方
軒
パ

ウ
ロ
と
ミ
ゲ
ル
の
二
人
で
、
二
人
と
も
説
教
者
で
あ
り
、
修
学

生
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
が
正
確
な
記
録
で
あ
る
な

ら
、
一
五
八
一
年
九
月
一
五
日
当
時
は
二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ

ン
は
修
学
生
で
あ
っ
た
が
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
当
時
は
修
学

生
を
外
さ
れ
、
説
教
者
の
役
割
の
み
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
本
書
簡
で
は
、
二
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が

説
教
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
変
り
な
い
が
、
二
人
の
顔
触
れ
が
替

っ
た
。

四
、
修
学
生
で
あ
る
イ
ル
マ
ン
が
九
人
い
た
。
そ
の
内
、
ラ
テ
ン

語
学
習
段
階
の
者
は
四
人
で
、
マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ
、
ジ
ェ

ロ
ニ
モ
・
コ
レ
ア
、
シ
マ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
、
ア
ン
ド

レ
・
ド
リ
ア
で
あ
っ
た
。
前
の
二
人
は
す
で
に
一
年
と
少
し
ラ

テ
ン
語
文
法
を
受
講
し
、
後
の
二
人
は
未
だ
初
心
者
で
あ
っ
た
。

他
の
五
人
は
、
一
五
八
三
年
一
〇
月
半
ば
か
ら
論
理
学
の
課

程
を
受
講
し
始
め
た
次
の
五
人
で
あ
っ
た
。
ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ

ス
、
ガ
ス
パ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
、
ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
、

ペ
〔
ド
〕
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
。

論
理
学
課
程
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
教
養
科
目
（
哲
学
）
課

程
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
五
八
一
年
年
報
（
一
五
八
二
年
二
月

一
五
日
付
け
）
に
は
、
ラ
テ
ン
語
修
得
者
に
今
年
か
ら
修
辞
学

（
古
典
学
）
の
講
義
が
な
さ
れ
る
予
定
と
見
え
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
著
『
日
本
諸
事
要
録
』（
一
五
八
三
年
一
〇
月
二
八
日
、

コ
チ
ン
）
に
は
、
古
典
学
を
終
え
て
、
教
養
科
目
（
哲
学
）
を

受
講
し
て
い
る
イ
ル
マ
ン
が
い
た
と
記
す
。
一
五
八
三
年
一
一

月
一
二
日
付
け
ゴ
メ
ス
の
書
簡
に
は
、
五
人
の
修
学
生
に
対
し

て
教
養
科
目
の
講
義
が
な
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
旨
、
記
さ
れ

て
い
る
。

五
人
に
哲
学
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
旨
の
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
本

書
簡
の
記
述
は
、
右
の
『
日
本
諸
事
要
録
』
や
ゴ
メ
ス
の
書
簡

の
記
載
と
符
合
す
る
。

五
、
コ
レ
ジ
オ
に
は
さ
ら
に
、
今
年
来
日
し
た
実
務
助
修
士
の
イ

ル
マ
ン
・
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ノ
が
い
た
。

六
、
論
理
学
す
な
わ
ち
哲
学
の
教
師
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ

ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
に
さ
ほ
ど
造
詣

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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が
深
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
本
語
が
出
来
ず
布
教
・
司
牧
の

面
で
の
活
動
が
思
う
に
任
せ
な
い
の
で
、
代
り
に
論
理
学
を
講

義
す
る
仕
事
が
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
講
義
は
、
論

理
学
を
要
綱
風
に
要
約
し
て
講
じ
る
も
の
で
あ
り
、
最
後
ま
で

き
ち
ん
と
講
義
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
危
惧
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

七
、
コ
レ
ジ
オ
が
世
話
を
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
会
（
信
徒
）
に

対
す
る
司
牧
活
動
の
た
め
の
パ
ー
ド
レ
に
不
足
し
、
人
員
の
補

充
を
し
て
も
ら
う
ま
で
、
パ
ー
ド
レ
・
ラ
グ
ナ
を
借
り
て
働
い

て
も
ら
っ
て
い
る
。

八
、
コ
レ
ジ
オ
が
滞
り
な
く
活
動
し
て
い
く
に
は
、
副
院
長
と
厨

房
係
と
を
必
要
と
す
る
。
厨
房
係
は
、
修
学
生
の
イ
ル
マ
ン
・

マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ
が
務
め
て
い
る
が
、
副
院
長
を
欠
い
て

い
る
。

一
五
八
四
年
一
月
二
日
付
け
長
崎
発
、
フ
ロ
イ
ス
が
記
述
し
た

一
五
八
三
年
度
年
報
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
す
で
に
当
初
わ
れ

サ
セ
ル
ド
テ
ス

レ
イ
ト
ル

わ
れ
が
述
べ
た
如
く
、
そ
こ
に
は
司
祭
二
人
と
院
長
パ
ー
ド
レ

ア

ル

テ

ス

が
駐
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
其
処
で
は
、
現
在
教
養
科
目
の

プ
リ
メ
イ
ロ
・
ク
ル
ソ

最
初
の
課
程
の
講
義
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
、

五
〜
六
人
の
イ
ル
マ
ン
に
対
し
て
講
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
他
〔
の
イ

ウ
マ
ニ
ダ
デ

ル
マ
ン
た
ち
〕
は
、
古
典
学
を
学
習
し
て
い
る
。
行
動
様
式
に
お

レ
グ
ラ
ス

い
て
彼
ら
が
有
す
る
秩
序
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
規
則
お
よ
び

コ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
イ
ソ
ン
エ
ス

会

憲
に
則
し
た
も
の
で
あ
る
（
51
）
。」

一
五
八
三
年
度
年
報
に
は
、「
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
」D

o

collegio
de

Funay

と
題
す
る
節
が
あ
り
四
頁
程
記
述
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
大
部
分
は
同
コ
レ
ジ
オ
が
担
当
す
る
地
域
の
キ
リ
ス

ト
教
会
に
関
す
る
内
容
で
、
肝
心
の
コ
レ
ジ
オ
の
学
事
に
つ
い
て

は
右
の
記
事
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
年
報
は
エ
ヴ
ォ
ラ
版
カ
ル
タ
ス

第
二
部
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
右
の
学
事
関
係
の
記

載
が
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
お
り
、
同
学
事
に
つ
い
て
は
僅
か
に

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

「
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
で
は
本
年
、
哲
学
の
講
義
が
始
ま
っ
た
が
、

こ
れ
は
日
本
で
は
新
規
な
こ
と
で
あ
る
（
52
）
。」
と
の
記
述
が
見
え
る

の
み
で
あ
る
。
原
文
書
に
は
「
教
養
科
目
」artes

と
記
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
エ
ヴ
ォ
ラ
版
は
「
哲
学
」Filosofiia

と
記
す
。

つ
ま
り
右
の
年
報
に
よ
り
、
一
五
八
四
年
一
月
二
日
現
在
、
五

〜
六
人
の
イ
ル
マ
ン
（
修
学
生
）
に
対
し
て
初
め
て
哲
学
の
最
初

の
課
程
、
つ
ま
り
入
門
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
講
義
が
始
め

ら
れ
た
。
他
の
イ
ル
マ
ン
（
修
学
生
）
は
古
典
学
の
学
習
、
つ
ま

り
ラ
テ
ン
語
文
法
を
終
え
て
、
後
期
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
と
い

う
。

史

学
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先
の
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
院
長
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
一
五
八
三
年
一

一
月
一
五
日
付
書
簡
の
記
載
内
容
と
対
比
す
る
と
、
ラ
テ
ン
語
学

習
中
の
イ
ル
マ
ン
の
、
学
習
段
階
の
説
明
に
微
細
な
違
い
が
あ
る

が
、
そ
の
他
基
本
的
に
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
。一

五
八
四
年
一
月
六
日
付
け
マ
カ
オ
発
、
パ
ー
ド
レ
・
ロ
レ
ン

レ
イ
ト
ル

ソ
・
メ
シ
ア
の
コ
イ
ン
ブ
ラ
・
コ
レ
ジ
オ
院
長
パ
ー
ド
レ
・
ミ
ゲ

ル
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
宛
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
パ
ー
ド
レ
〔
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
〕
は
右
の
〔
有
馬
セ

ミ
ナ
リ
オ
・
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
・
臼
杵
修
練
院
の
〕
ほ
か
に
さ
ら

ク
ル
ソ

テ
オ
ロ
ジ
ア

に
、
課
程
〔
哲
学
〕
と
神
学
を
講
義
す
る
コ
レ
ジ
オ
を
豊
後
に
創

設
し
た
が
、
日
本
に
在
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
の
大
部
分
は
、

同
所
に
居
る
（
53
）
。」

一
五
八
四
年
一
二
月
一
三
日
付
け
加
津
佐
発
、
フ
ロ
イ
ス
の
イ

エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

プ
ロ
ヴ
ィ
ザ
ン
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ナ

「
何
ら
か
の
災
難
や
摂

理
に
よ
り
、
こ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス

カ
ザ
・
ダ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ザ
ン

会
士
た
ち
が
高
槻
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
か
ら
、
臼
杵
の
修

練

院
に

入
る
た
め
に
や
っ
て
く
る
こ
と
〕
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は
、

カ
ザ
・
ダ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ザ
ン

レ
イ
ノ

シ
モ

〔
府
内
〕
コ
レ
ジ
オ
や
〔
臼
杵
〕
修

練

院
を
、
肥
前
国
や
下

の
地
域
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
其
処
で
は
そ
れ

ら
は
、
多
く
の
理
由
か
ら
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
そ
れ
に
適
し

た
便
利
さ
を
享
受
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
豊
後
に
そ
れ

ら
が
存
在
す
る
の
は
、
そ
の
他
の
点
で
は
利
点
が
あ
っ
て
も
（
そ

れ
〔
豊
後
に
あ
る
こ
と
の
利
点
〕
に
つ
い
て
は
、
巡
察
師
パ
ー
ド

レ
か
ら
猊
下
に
報
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
）、
外
に
極
め
て
難

儀
か
つ
厄
介
な
面
が
あ
り
、
そ
の
利
点
を
減
じ
て
し
ま
う
。

第
一
に
、
ナ
ウ
船
が
渡
来
す
る
所
か
ら
豊
後
ま
で
は
陸
路
約
八

オ

ル

ナ

メ

ン

ト

ス

〇
レ
グ
ワ
あ
り
、
毎
年
、
衣
類
・
祭
服
と
祭
壇
用
具
・
ミ
サ
の
葡

萄
酒
・
オ
リ
ー
ブ
油
等
の
補
給
物
資
、
そ
し
て
挙
句
の
果
て
カ
ザ

が
必
要
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
品
物
す
べ
て
を
、
こ
れ
程
長
い
道
の
り

を
豊
後
ま
で
運
ぶ
わ
け
で
、
そ
の
運
送
料
は
そ
の
品
物
の
価
値
の

何
倍
も
の
額
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
経
費
は
ほ
と
ん
ど

二
倍
に
な
る
。

第
二
に
、
こ
の
荷
物
の
運
搬
は
、
二
五
〜
三
〇
レ
グ
ワ
海
上
を

行
く
た
め
海
賊
に
奪
わ
れ
る
危
険
や
、
あ
る
い
は
陸
路
を
行
く
五

日
間
の
道
中
に
、
盗
賊
に
奪
わ
れ
る
危
険
が
極
め
て
大
で
あ
る
。

第
三
に
、
そ
の
道
中
は
非
常
に
険
し
く
、
岩
場
多
く
、
高
い
山

を
越
え
、
岩
石
の
地
や
非
常
に
大
き
な
川
が
あ
り
、／（f.331

）
荷

物
は
す
べ
て
駄
馬
で
運
ば
れ
る
。
そ
の
た
め
そ
の
荷
物
は
重
量
の

た
め
運
搬
出
来
ず
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
何
も
受
け
取
ら
な
い
年
も
あ

る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
齎
さ
れ
る
ミ
サ
の
葡
萄
酒
が
、
壊
れ
る
か

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

一
五
（
三
六
九
）



こ
ぼ
れ
る
か
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
駄
馬
が
川
を
行
き
、

荷
が
濡
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
道
中
邪
魔
を
さ
れ
な
い
た

ジ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ス
セ
ニ
ョ
レ
ス

め
に
土
地
の
異
教
徒
領
主
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
賄
賂
を

別
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
品
物
を
盗
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

第
四
の
危
険
と
難
儀
は
、
し
ば
し
ば
他
の
す
べ
て
よ
り
も
大
き

な
苦
悩
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
で
は
絶
え

る
こ
と
な
く
頻
繁
に
戦
い
が
あ
り
、
こ
の
陸
路
が
二
、
三
年
妨
害

さ
れ
て
、
こ
の
補
給
物
資
を
そ
の
道
路
経
由
で
は
全
く
送
る
こ
と

が
出
来
ず
、
そ
の
た
め
二
〇
〇
レ
グ
ワ
以
上
の
海
路
を
迂
回
航
海

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
通
常
こ
の

ア
ル
マ
ダ
ス

海
域
で
略
奪
を
働
く
盗
賊
の
た
め
、
そ
れ
は
艦
隊
の
危
険
に
劣
ら

な
い
。

カ
ザ
・
ダ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ザ
ン

バ
シ
ョ

コ
レ
ジ
オ
や
修

練

院
が
当
地
下
に
存
在
す
る
の
は
、
次
の

よ
う
な
利
点
が
あ
る
。

ジ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ス

第
一
、
全
域
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
地
域
で
あ
っ
て
、
異
教
徒

を
恐
れ
る
必
要
が
な
い
。

第
二
、
毎
年
補
給
物
資
を
当
地
に
齎
す
シ
ナ
か
ら
の
ナ
ウ
船
〔
入

港
地
〕
の
近
く
で
あ
る
。

第
三
、
道
中
の
経
費
や
、
陸
路
や
海
路
の
盗
賊
の
危
険
が
な
い
。

第
四
、
当
地
は
補
給
物
資
が
比
較
的
安
価
で
あ
り
、
調
達
は
比
較

的
容
易
で
る
（
54
）
。」

コ
レ
ジ
オ
が
豊
後
府
内
に
創
建
さ
れ
て
未
だ
間
も
な
い
こ
の
時

点
で
す
で
に
、
修
練
院
と
も
ど
も
下
地
域
に
移
し
た
方
が
よ
い
と

い
う
声
が
、
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
は
興

味
深
い
。
一
五
八
四
年
当
時
、
日
本
に
は
セ
ミ
ナ
リ
オ
は
高
槻
と

有
馬
に
存
在
し
た
（
55
）
。
右
の
書
簡
で
フ
ロ
イ
ス
は
、
高
槻
セ
ミ
ナ
リ

オ
を
終
え
た
者
た
ち
が
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
入
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
ら
、
コ
レ
ジ
オ
の
下
地
域
移
転
が
必
要
に
な
る
、
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
以
下
彼
が
記
述
す
る
コ
レ
ジ
オ
が
府
内
に
存
在
す
る
こ

と
の
不
利
と
下
地
域
に
あ
る
こ
と
の
利
点
は
、
高
槻
セ
ミ
ナ
リ
オ

と
の
絡
み
で
論
じ
る
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
フ
ロ
イ

ス
の
本
音
は
、
高
槻
セ
ミ
ナ
リ
オ
と
の
連
絡
に
は
関
わ
り
な
く
、

シ
モ

コ
レ
ジ
オ
を
下
の
何
処
か
に
移
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。長

崎
か
ら
の
物
資
運
搬
の
不
便
が
そ
れ
程
大
き
な
障
害
に
な
る

と
い
う
話
は
、
日
本
国
内
広
範
に
布
教
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
い

う
こ
と
と
相
矛
盾
す
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま

で
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
と
い
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
核
機
関
│
│

そ
こ
に
は
相
当
の
人
数
が
居
住
す
る
│
│
は
下
の
、
も
っ
と
諸
条

件
に
叶
う
土
地
に
設
置
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
話
で
あ
ろ
う
。
耳

川
の
戦
に
敗
れ
て
以
後
の
大
友
領
に
、
コ
レ
ジ
オ
の
如
き
機
関
を

置
く
こ
と
の
意
義
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
が
、
背
景
に
あ
っ
た
と
言

史

学
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う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
一
五
八
〇
年
に
開
設
し
た
時

に
す
で
に
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
府
内
に
設
置
す
る
こ
と

に
決
し
た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
判
断
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
と
い
う

疑
問
は
、
フ
ロ
イ
ス
初
め
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
抱
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

先
に
引
用
し
た
一
五
八
三
年
一
一
月
一
五
日
付
け
メ
ル
シ
オ

ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
書
簡
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
、

論
理
学
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
が
講
義
し
た
旨
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
ア
ン
ト
ニ
ノ
が
、
一
五
八
四
年
一
二
月
二
〇
日

付
け
豊
後
発
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
お
い
て
、
同
コ
レ
ジ
オ

に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。（
本
書
簡
は
文
書
の
左
端

部
分
の
状
態
が
不
良
で
、
判
読
困
難
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
箇
所

に
つ
い
て
は
、
前
後
の
文
章
か
ら
推
測
し
て
解
読
を
試
み
た
こ
と

を
断
っ
て
お
く
。）

「
猊
下
が
ご
存
じ
の
如
く
、
パ
ー
ド
レ
・
ア
レ
サ
ン
ド
レ
・
ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
日
本
巡
察
の
時
に
、
二
つ
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
を
始

フ

ィ

リ

オ

リ

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

め
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
現
地
の
子
供
た
ち
が
徳
と
わ
れ
わ
れ

レ
テ
レ

ソ
ジ
ェ
ッ
テ
ィ

の
学
文
を
学
ぶ
た
め
で
あ
り
、
ま
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
仲
間
に
な
る

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
洵
に
的
確
か
つ

必
要
な
措
置
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
次
の
こ
と
を
命
じ
た
。

レ
テ
レ
・
ラ
テ
ィ
ネ

ジ
ェ
ン
テ
ィ
リ

ラ
テ
ン
の
学
文
の
た
め
に
は
彼
ら
に
は
、
異
教
徒
の

ア
ウ
ト
リ
・
ア
ン
テ
ィ
キ

古
代
の
著
者
た
ち
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
著
者
の
い
く
つ
か

オ
ペ
レ
テ

テ
ネ
ラ

の
著
作
を
講
じ
る
よ
う
に
、
と
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
幼
い

デ
ィ
・
フ
レ
ス
コ

イ
ド
リ

ジ
ェ
ン
テ
ィ
リ
タ

う
ぶ
な
国
民
で
あ
る
の
で
、
偶
像
に
対
し
て
好
意
を
抱
い
て
い

ウ
マ
ニ
タ

レ
ト
リ
カ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
古
典
学
お
よ
び
修
辞
学
の
学
習
の
後
、

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア

テ
オ
ロ
ジ
ア
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

そ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
哲
学
お
よ
び
神
学
の
要
綱
を
講
じ
る
こ

と
。
繊
細
で
好
奇
心
が
あ
り
、
新
奇
を
好
む
国
民
に
、
多
様
な
見

ド
ト
リ
ネ

解
様
々
な
教
理
に
よ
り
誤
謬
の
機
会
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
た

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

リ

・

ノ

ス

ト

リ

め
で
あ
る
。
同
じ
要
綱
を
、
わ
れ
わ
れ
〔
イ
エ
ズ
ス
会
士
〕
仲
間

ソ
ジ
ェ
ッ
テ
ィ

に
も
講
じ
る
こ
と
。
と
い
う
の
は
、
当
地
で
は
会
員
た
ち
の
人
数

が
不
足
し
て
い
る
一
方
で
、
重
要
に
し
て
緊
急
な
仕
事
が
あ
る
た

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
学
習
の
時
間

が
、
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に
与
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
秩
序
立
っ
た
生
活
環
境
は
、
パ
ー
ド
レ
全
員
に
共
通

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
。

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
テ
オ
ロ
ジ
ア
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

哲
学
と
神
学
の
要
綱
に
関
し
て
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ペ
〔
ド
〕

レ
テ
レ
・
ウ
マ
ネ

デ
ィ
シ
ェ
ポ
リ

ロ
・
ゴ
メ
ス
の
渡
来
に
よ
っ
て
、
古
典
学
に
つ
い
て
の
私
の
生
徒

で
あ
る
何
人
か
の
イ
ル
マ
ン
た
ち
に
、
学
業
が
与
え
ら
れ
た
。

二
語
判
読
困
難
皆
が
集
ま
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
る
。

セ
ミ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
、
一
人
の
パ
ー
ド
レ
が
イ
ル
マ
ン
二
人

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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ク
ル
ソ

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
ア
ト

に
対
し
課
程
の
要
綱
を
講
じ
た
。
巧
み
に
要
約
し
たJavello （

56
）
の

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

ノ
ヴ
ィ
チ
ア
ト

要

綱
で
あ
る
。
ま
た
修
練
院
に
お
い
て
他
の
一
人
に
対
し
、
テ

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

ィ
テ
ル
マ
ノT

itelm
ano （

57
）
の
要
綱
に
拠
る
要
綱
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
。

こ
こ
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
は
、
現
在
は
私
が
五
人
に
対
し
、
幾

ス
ク
リ
テ
ィ

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

つ
か
の
著
作
に
拠
っ
て
作
ら
れ
た
要
綱
を
講
じ
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
良
い
物
を
作
る
た
め
の
、
確
か
な
物
も
時
間
も
便
宜
も
持

マ

エ

ス

ト

リ

デ
ィ
シ
ェ
ポ
リ

た
な
い
の
で
、
教
師
た
ち
も
生
徒
た
ち
も
余
り
満
足
す
る
こ
と
な

し
に
、
講
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

大
変
学
識
あ
り
、
明
ら
か
に
す
ば
ら
し
い
才
能
の
持
主
で
あ
る

テ
オ
ロ
ジ
ア

マ
テ
リ
エ

パ
ー
ド
レ
・
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
ゴ
メ
ス
は
、
神
学
の
何
ら
か
の
論
題

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

の
要
綱
を
作
り
始
め
た
。
し
か
し
、
仕
事
や
そ
の
他
の
支
障
が

彼
に
生
じ
て
妨
げ
ら
れ
た
た
め
に
、
そ
の
進
行
は
遅
く
、
あ
ま
り

好
ん
で
行
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
と
い
う
の
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
彼
に
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、〔
皆
か

ら
〕
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
、
作
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ
デ
ィ
オ

そ
し
て
後
に
な
っ
て
彼
も
満
足
が
い
か
ず
、
ま
た
神
は
、
先
々
ど

う
な
る
か
ご
存
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
（
58
）
。

当
地
で
わ
れ
わ
れ
が
抱
え
る
難
儀
が
猊
下
に
分
か
る
に
は
、
次

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
タ

の
こ
と
を
知
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が

如
何
に
大
き
く
、
し
か
も
わ
れ
わ
れ
が
僅
か
し
か
い
な
い
こ
と
、

そ
れ
で
い
て
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
こ
と
を
行
う
義
務
が
あ
る
と
い

レ
レ
ジ
オ
ジ

う
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
御
地
で
は
、
多
数
の
修
道
士
・

プ
レ
テ
ィ

ウ

ッ

フ

ィ

チ

ア

リ

司
祭
・
司
教
、
お
よ
び
そ
の
他
の
役
職
の
者
た
ち
が
行
う
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
極
め
て
重
要
な
仕
事
と
、
そ
の
一

方
で
諸
事
に
忙
殺
さ
れ
る
有
様
に
つ
い
て
は
、
記
述
し
き
れ
な
い
。

パ
ー
ド
レ
た
ち
の
中
で
最
も
暇
で
、
彼
ら
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る

パ
ー
ド
レ
が
私
だ
と
い
う
こ
と
を
。
／（f.336v.

）
私
は
、
毎
日

ク
ル
ソ

レ
テ
ィ
オ
ニ

二
時
間
課
程
を
講
じ
る
。
他
の
二
時
間
は
二
つ
の
授
業
、
す
な
わ

ウ
マ
ニ
タ

グ
ラ
マ
テ
ィ
カ

ち
古
典
学
の
時
間
と
文
法
の
時
間
で
あ
る
。
ま
た
私
の
側
で
死
亡

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
タ

し
た
死
者
を
埋
葬
す
る
。
時
に
キ
リ
ス
ト
教
会
を
訪
ね
る
。
時
々

私
は
、
一
五
回
か
二
〇
回
カ
ザ
の
外
に
出
る
。
そ
し
て
、
私
が
講

義
を
し
な
い
こ
と
が
頻
繁
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
私
は
、
私
の

エ
ゼ
ル
チ
ツ
ィ

生
徒
た
ち
と
共
に
、
こ
の
務
め
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
（
59
）。」ア

ン
ト
ニ
ノ
の
書
簡
の
内
、
と
く
に
生
徒
へ
の
授
業
に
関
す
る

記
述
を
右
に
引
用
し
た
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
関
係
の
記
事
も
関
連
す
る

の
で
訳
出
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
コ
レ
ジ
オ
に
関
わ
る
記
載
内

容
の
み
に
着
目
す
る
が
、
本
書
簡
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。

一
、
ゴ
メ
ス
の
渡
来
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ

ノ
が
古
典
学
つ
ま
り
ラ
テ
ン
語
を
教
授
し
た
修
学
生
五
人
に
、

史

学
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次
の
段
階
の
学
習
が
課
せ
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ

の
点
は
、
す
で
に
先
に
引
用
し
た
一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日

付
け
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
書
簡
（
註（
１
））
に
、
巡
察
師
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
お
よ
び
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
の
指
示
に
基
づ
き
、

教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲
学
の
授
業
を
五
人
の
イ
ル
マ
ン
に
行
う

こ
と
に
な
っ
た
旨
記
さ
れ
て
い
た
の
と
符
合
す
る
。

二
、
コ
レ
ジ
オ
で
の
哲
学
の
教
師
は
本
書
簡
の
差
出
人
、
す
な
わ

ち
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
で
あ
る
。
本
書
簡
に
、
哲
学
・
神
学
の
テ

キ
ス
ト
と
し
てJavello

やT
itelm

ano

の
も
の
を
使
用
す
る

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
や
修
練
院
で
の
こ
と
で

あ
る
。
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
書
名
・
著
者
名
は
見
え
ず
、
幾

つ
か
の
著
作
に
拠
る
要
綱
と
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
も
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て
は
、
教
師
も
修
学

生
も
不
満
が
あ
っ
た
と
い
う
。

一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日
付
け
ゴ
メ
ス
の
書
簡
に
は
、
パ

ー
ド
レ
・
ト
レ
ド
の
著
書
の
要
綱
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
た
。
哲
学
の
教
師
を
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
と
記
し

て
い
た
点
は
同
じ
で
あ
る
。

三
、
ゴ
メ
ス
が
、
神
学
の
或
る
論
題
の
要
綱
を
作
り
始
め
て
い
た
。

し
か
し
様
々
な
支
障
が
あ
っ
て
進
行
は
遅
々
と
し
て
お
り
、
し

か
も
望
み
通
り
の
も
の
が
出
来
上
が
る
見
込
み
も
な
か
っ
た
と

い
う
。

四
、
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
は
コ
レ
ジ
オ
で
、
毎
日
二
時
間
哲
学
を
講

じ
た
と
い
う
。
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
と
し
て
は
、
そ
の
他
に
古
典

学
（
す
な
わ
ち
ラ
テ
ン
語
上
級
）
一
時
間
、
文
法
（
す
な
わ
ち

ラ
テ
ン
語
初
級
）
一
時
間
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。

一
五
八
五
年
八
月
二
〇
日
付
け
長
崎
発
、
フ
ロ
イ
ス
が
記
述
し

た
一
五
八
五
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。

レ
イ
ノ

「
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
現
在
豊
後
国
に
い
る
者
は
全
部
で
三
五
人

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

で
あ
っ
て
、
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
、
臼
杵
の
修

練

院
、
お
よ
び

サ
セ
ル
ド
テ
ス

二
つ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
お
り
、
そ
の
内
八
人
は
司
祭
、
一
四
人

は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
、
一
三
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
〔
イ
ル
マ
ン
〕

ノ
ヴ
ィ
ソ
ス

エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ
ス

で
あ
る
。
こ
の
内
六
人
は
修
練
者
、
八
人
は
修
学
生
、
五
人
は
日

本
人
で
あ
る
。〔
中
略
〕

エ
ス
ト
ゥ
ド
ス

学
習
に
関
し
て
は
、
昨
〔
一
五
〕
八
四
年
に
日
本
に
お
い
て
講

プ
リ
メ
イ
ロ
・
ク
ル
ソ

じ
ら
れ
た
最
初
の
課
程
が
終
了
し
た
。
本
年
〔
一
五
〕
八
五
年
の

初
め
に
、
パ
ー
ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
が
彼
ら
に
対
し
て
直
ぐ

テ
オ
ロ
ジ
ア

に
、
神
学
の
講
義
を
始
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
豊
後
に
お
い

て
は
改
宗
の
仕
事
に
多
く
の
、
そ
し
て
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
人
員

の
必
要
が
生
じ
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
年
よ
り
豊
か
な

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

一
九
（
三
七
三
）



実
り
を
収
め
て
い
る
の
で
、
か
か
る
好
機
を
逸
し
な
い
よ
う
、
と

ク
ワ
レ
ス
マ

く
に
四
旬
節
の
間
は
他
の
働
き
手
が
不
足
す
る
の
で
、
学
習
を
中

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕

パ
ス
コ
ア

復
活
祭
が
過
ぎ
て
、
も
う
充
分
そ
れ
に
対
応
出
来
る
だ
け
の
余

テ
オ
ロ
ジ
ア

裕
が
出
来
た
の
で
、
パ
ー
ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
は
神
学
の
一

リ
サ
ン

サ
ク
ラ
メ
ン
テ
ィ
ス

つ
の
講
義
を
講
じ
始
め
た
。
パ
ー
ド
レ
・
ア
ン
ト
ニ
ノ
が
秘

跡

プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

に
関
す
る
も
う
一
つ
〔
の
講
義
を
始
め
た
〕。
修
練
の
期
間
を
終

ヴ
ォ
ト
ス

え
、
誓
願
を
立
て
た
四
〜
五
人
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
、
臼
杵
の

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

修

練

院
か
ら
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
に
行
き
、
其
処
で
ラ
テ
ン
語

を
学
び
始
め
た
。
こ
の
国
民
の
優
れ
た
判
断
力
と
豊
か
な
才
能
に

よ
り
、
彼
ら
は
そ
れ
〔
ラ
テ
ン
語
学
習
〕
に
非
常
に
上
達
し
、
わ

れ
わ
れ
仲
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
や
イ
ル
マ
ン
た

ち
を
、
驚
嘆
さ
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
（
60
）
。」

右
の
史
料
に
よ
り
、
次
の
事
実
が
判
明
す
る
。

一
、
一
五
八
四
年
に
府
内
コ
レ
ジ
オ
で
初
め
て
講
じ
ら
れ
た
哲
学

の
授
業
が
終
了
し
た
。
す
な
わ
ち
、
先
に
一
五
八
三
年
一
一
月

一
五
日
付
け
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
書
簡
に
よ
り
、
一
五
八
三
年
一

〇
月
半
ば
に
五
人
の
修
学
生
に
対
し
論
理
学
（
哲
学
）
の
講
義

が
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
が
、
翌
八
四
年
末
に
は

そ
れ
が
終
了
し
た
わ
け
で
あ
る
。

二
、
そ
の
翌
一
五
八
五
年
に
は
、
同
じ
修
学
生
た
ち
に
直
ぐ
続
い

て
神
学
の
講
義
を
始
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
四
旬
節
（
復
活
祭
前

の
〔
主
日
を
除
く
〕
四
〇
日
間
）
は
教
会
活
動
が
多
忙
を
極
め

た
の
で
、
そ
の
間
は
学
習
を
中
断
し
、
そ
の
後
に
二
つ
の
神
学

の
授
業
が
始
め
ら
れ
た
。
一
つ
は
ゴ
メ
ス
が
担
当
の
神
学
の
授

業
、
今
一
つ
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
が
講
じ
た
授

業
で
、
秘
跡
に
つ
い
て
の
講
義
で
あ
っ
た
。

三
、
修
練
期
を
終
え
誓
願
を
立
て
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
四
〜
五
人

が
、
臼
杵
修
練
院
か
ら
コ
レ
ジ
オ
に
来
て
、
ラ
テ
ン
語
の
授
業

を
聴
講
し
、
目
覚
ま
し
い
上
達
を
見
せ
た
。

因
み
に
一
五
八
二
年
二
月
現
在
、
臼
杵
修
練
院
に
は
次
の
七

人
の
日
本
人
が
い
た
。

コ
ン
チ
オ
ナ
ト
ル

Joannes
T

orres

四
〇
歳

一
五
六
八
年
入
会

説
教
者

（
61
）

Linus

二
六
歳

一
五
八
一
年
入
会

説
教
者

G
ianus

二
五
歳

一
五
八
一
年
入
会

説
教
者

Ignatius

二
五
歳

一
五
八
一
年
入
会

説
教
者

M
elchior

二
三
歳

一
五
八
一
年
入
会

説
教
者

G
eorgius

二
一
歳

一
五
八
三
年
入
会

説
教
者

A
ndreas

一
九
歳

一
五
八
三
年
入
会

説
教
者
（
62
）

一
五
八
三
年
末
現
在
の
日
本
管
区
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の

名
簿
に
拠
る
と
、
当
時
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
全
部
で
二
六
人
い
た
。

史
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そ
の
内
修
練
者novícios

と
し
て
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

次
の
一
〇
人
で
あ
る
。

N
iculao

A
fonso

G
om

es
Jião

Y
nácio

B
astião

Sim
ão

G
aspar

A
ndré

T
hom

é （
63
）
（
こ
の
一
〇
人
の
内
、
右

の
一
五
八
二
年
二
月
に
臼
杵
修
練
院
に
い
た
者
は
、Y

nácio

と

A
ndré

の
二
人
だ
け
か
）

本
書
簡
が
記
す
、
臼
杵
修
練
院
か
ら
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
日
本
人

イ
ル
マ
ン
が
来
て
ラ
テ
ン
語
を
学
ん
だ
と
い
う
の
が
一
五
八
四
年

頃
だ
と
す
る
な
ら
、
厳
密
に
そ
の
頃
臼
杵
修
練
院
に
い
た
日
本
人

修
練
者
の
人
数
と
名
前
は
不
詳
で
あ
る
が
、
一
五
八
三
年
末
に
修

練
者
で
あ
っ
た
右
の
一
〇
人
の
内
の
四
〜
五
人
で
あ
っ
た
公
算
が

大
で
あ
る
。

一
五
八
五
年
一
〇
月
三
〇
日
付
け
府
内
発
、
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
ゴ

メ
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
は
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
で
の
学
習

に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
短
い
文
章
で
あ
る
。

テ
オ
ロ
ジ
ア

「
ラ
テ
ン
語
〔
の
授
業
〕
と
神
学
〔
の
授
業
〕
が
講
じ
ら
れ
て

リ
シ
オ
ネ
ス

い
る
こ
の
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
は
、
現
在
中
断
し
た
。
そ
れ
は
わ
れ

レ
ブ
エ
ル
タ

わ
れ
が
、
叛
乱
の
さ
な
か
に
い
る
か
ら
で
あ
る
（
64
）
。」

コ
レ
ジ
オ
で
は
神
学
と
ラ
テ
ン
語
の
授
業
が
行
わ
れ
た
が
、
ゴ

メ
ス
が
本
書
簡
を
記
述
し
た
当
時
は
、
豊
後
国
内
で
叛
乱
が
勃
発

し
た
た
め
そ
の
授
業
が
中
断
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
授
業
が
神
学

と
ラ
テ
ン
語
の
二
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
、
先
の
一
五
八
五
年

八
月
二
〇
日
付
け
一
五
八
五
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
の
記
述
と
符

合
す
る
。

叛
乱
と
は
何
を
指
す
の
か
。
先
に
記
し
た
通
り
、
耳
川
の
戦
で

大
友
勢
が
大
敗
を
喫
し
た
の
は
天
正
六
年
一
一
月
一
二
日
（
一
五

七
八
年
一
二
月
一
〇
日
）
で
あ
る
。
そ
の
後
こ
れ
ま
で
大
友
に
服

し
て
い
た
領
国
内
外
の
領
主
が
次
々
と
叛
い
て
、
島
津
義
久
や
佐

賀
の
竜
造
寺
隆
信
に
応
じ
た
。
大
友
・
島
津
・
竜
造
寺
に
よ
る
鼎

立
抗
争
の
時
期
に
入
っ
た
が
、
竜
造
寺
隆
信
は
天
正
一
二
年
三
月

二
四
日
（
一
五
八
四
年
五
月
四
日
）、
島
原
半
島
に
お
け
る
島
津

家
久
（
島
津
義
久
弟
）・
有
馬
鎮
貴
（
晴
信
）
連
合
軍
と
の
戦
に

敗
れ
て
戦
死
し
た
。
こ
こ
に
大
友
氏
は
、
島
津
氏
と
正
面
か
ら
相

対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
独
力
で
は
島
津
に
対
抗
す
べ
く
も
な

い
大
友
宗
麟
が
、
大
坂
城
で
関
白
秀
吉
に
謁
見
し
て
支
援
を
求
め

た
の
は
、
天
正
一
四
年
四
月
五
日
（
一
五
八
六
年
五
月
二
三
日
）

で
あ
っ
た
（
65
）
。

ゴ
メ
ス
が
右
の
書
簡
を
記
述
し
た
頃
の
大
友
氏
を
取
り
巻
く
状

況
は
お
お
よ
そ
右
の
通
り
で
あ
っ
て
、
領
国
の
勢
い
は
衰
退
の
一

途
を
辿
っ
て
い
た
。
関
連
の
教
会
史
料
の
記
述
を
見
て
み
る
と
、

一
五
八
五
年
一
一
月
一
三
日
付
け
長
崎
発
、
フ
ロ
イ
ス
の
イ
エ
ズ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

二
一
（
三
七
五
）



ス
会
総
長
宛
書
簡
（
一
五
八
五
年
度
年
報
補
遺
（
66
）
）、
お
よ
び
一
五

八
五
年
一
〇
月
一
日
付
け
長
崎
発
、
フ
ロ
イ
ス
の
一
五
八
五
年
度

年
報
補
遺
（
67
）
、
等
の
当
該
時
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
あ
る
い
は
年
報

の
一
部
を
な
す
史
料
に
は
、
こ
の
頃
の
豊
後
そ
の
他
大
友
領
内
の

乱
れ
、
戦
乱
等
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
原
因
で
コ
レ

ジ
オ
の
授
業
が
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
っ
た
記
述
は
見
え

な
い
。

一
五
八
七
年
一
二
月
ゴ
ア
で
作
成
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン

デ
ィ
ア
管
区
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
（
日
本
に
関
し
て

は
一
五
八
六
年
九
月
〜
一
〇
月
現
在
の
状
況
）
に
拠
る
と
、
そ
の

当
時
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
居
住
者
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
全
員

の
名
前
・
役
職
・
学
習
段
階
等
は
、
小
論
一
一
章
の
纏
め
に
記
す
。

パ
ー
ド
レ

四
人

イ
ル
マ
ン

一
六
人

そ
の
内
日
本
人
二
人
、
実
務
助
修
士
一

人
（
68
）
。

右
の
名
簿
の
記
載
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
文
法
学
習
中
」
と

記
さ
れ
て
い
る
者
の
中
に
は
、
次
に
示
す
一
五
八
六
年
一
一
月
末

記
述
の
年
報
に
拠
り
、
古
典
学
受
講
中
の
者
も
多
数
含
ま
れ
た
は

ず
で
あ
る
。（
一
一
章
の
「
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
居
住
者
」
の
七
・

八
）

次
章
に
記
す
通
り
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
は
一
五
八
六
年
一
二
月
末

に
閉
鎖
さ
れ
、
関
係
者
一
同
船
で
山
口
に
逃
れ
た
が
、
そ
の
直
前

の
同
コ
レ
ジ
オ
の
状
況
に
つ
い
て
、
一
五
八
六
年
一
一
月
末
に
下

関
港
で
フ
ロ
イ
ス
が
記
述
し
た
「
一
五
八
六
年
一
一
月
の
年
報
」

と
題
す
る
史
料
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
豊
後
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
四
六
人
い
る
。
す
な
わ
ち
パ
ー

ド
レ
八
人
、
日
本
人
イ
ル
マ
ン
二
二
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
〔
イ
ル

マ
ン
〕
一
六
人
で
あ
り
、
こ
の
人
数
の
内
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
は

パ
ー
ド
レ
三
人
、
イ
ル
マ
ン
一
五
人
い
る
。〔
中
略
〕

ウ
マ
ニ
ダ
デ

〔
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
は
〕
古
典
学
の
学
習
を
始
め
た
日
本
人

イ
ル
マ
ン
た
ち
は
、
彼
ら
の
学
習
の
苦
労
は
無
駄
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
と
い
う
、
極
め
て
確
か
な
期
待
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
。
そ

れ
は
彼
ら
〔
コ
レ
ジ
オ
の
日
本
人
イ
ル
マ
ン
〕
や
、
諸
セ
ミ
ナ
リ

メ

ニ

ノ

ス

オ
で
養
育
さ
れ
て
い
る
少
年
た
ち
に
つ
い
て
の
経
験
が
示
す
通
り

コ
ン
ポ
シ
ソ
ン
エ
ス

で
あ
る
。
彼
ら
の
ラ
テ
ン
語
の
作

文
は
水
準
高
く
、
新
た
に
彼

ら
の
植
付
け
を
し
た
尊
師
に
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
喜
び
と
安
ら

ぎ
と
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
コ
レ
ジ
オ
に
お
い
て
イ
ル
マ
ン

ウ
マ
ニ
ダ
デ

ク
ル
ソ
・
ド
ス
・
ア
ル
テ
ス

八
人
が
古
典
学
を
聴
講
し
て
い
る
。
五
人
は
、
教
養
科
目
の
課
程

テ
オ
ロ
ジ
ア

を
終
え
た
後
に
、
こ
の
二
年
間
神
学
を
聴
講
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
皆
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
を
聴
講
し
て
い
る
者

た
ち
の
内
の
三
人
は
、
日
本
人
で
あ
る
。
他
の
者
た
ち
も
彼
ら
と

史
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一
緒
に
始
め
た
が
、
彼
ら
の
学
習
の
糸
を
断
ち
切
ら
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
関
す
る
緊
急
の
難
局
が
勃
発
し

た
（
69
）。」右

の
史
料
に
拠
り
、
閉
鎖
直
前
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
、

次
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
。

一
、
同
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
パ
ー
ド
レ
三
人
と
イ
ル
マ
ン
一
五
人
が

居
住
し
て
い
た
。

二
、
イ
ル
マ
ン
八
人
が
古
典
学
（
つ
ま
り
ラ
テ
ン
語
上
級
）
を
聴

講
し
て
い
る
。
古
典
学
の
学
習
を
始
め
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
は
、

高
水
準
の
ラ
テ
ン
語
作
文
が
出
来
る
ほ
ど
上
達
し
た
。

三
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
五
人
は
二
年
前
に
教
養
科
目
の
課

程
つ
ま
り
哲
学
を
終
え
て
、
神
学
を
聴
講
し
て
い
る
。

四
、
ラ
テ
ン
語
（
ラ
テ
ン
語
初
級
の
意
味
か
）
聴
講
者
の
内
、
三

人
は
日
本
人
で
あ
る
。

（
古
典
学
聴
講
者
八
人
・
神
学
聴
講
者
五
人
・
ラ
テ
ン
語
聴

講
者
四
人
以
上
の
合
計
は
一
七
人
以
上
と
な
り
、
コ
レ
ジ
オ
在

住
イ
ル
マ
ン
が
一
五
人
と
は
合
致
し
な
い
。
ラ
テ
ン
語
聴
講
者

の
中
に
は
修
練
院
の
イ
ル
マ
ン
も
含
む
か
）

一
〇

一
五
八
七
年
に
な
る
と
、
豊
後
国
内
の
混
乱
の
た
め
、
そ
れ
を

逃
れ
て
い
よ
い
よ
府
内
コ
レ
ジ
オ
が
山
口
に
移
動
す
る
こ
と
に
な

る
。一

五
八
七
年
六
月
二
〇
日
付
け
五
畿
内
発
、
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ

レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

「〔
大
坂
で
関
白
殿
に
歓
待
さ
れ
、
援
軍
派
遣
の
約
束
を
し
て
も

ヤ
カ
タ

ら
っ
て
〕
屋
形
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
〔
大
友
宗
麟
〕
が
そ
こ

ヴ
ィ
チ
ェ
・
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア
レ

か
ら
戻
っ
て
何
週
間
が
経
ち
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
〔
ガ
ス
パ

ル
・
コ
エ
リ
ョ
〕
が
豊
後
に
来
た
。
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
協
議
を
始

サ
ツ
マ

チ
ク
ン
ゴ
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア

め
た
と
こ
ろ
、
薩
摩
の
軍
勢
が
筑
後
地
方
の
主
要
な
城
を
攻
め

ト
ノ

チ
ク

よ
う
と
し
て
い
る
と
の
報
せ
が
届
い
た
。
そ
の
〔
城
の
〕
殿
は
筑

シ紫
〔
筑
紫
広
門
〕
で
あ
っ
た
。
そ
の
少
し
後
に
、
そ
の
城
は
奪
わ

チ
ク
シ
ド
ノ

れ
、
筑
紫
殿
は
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
と
の
別
の
報
せ
が
届
い
た
。

こ
の
報
せ
は
、
豊
後
の
者
た
ち
に
大
な
る
恐
怖
と
戦
慄
を
与
え

ヤ
カ
タ

ス
タ
ト

た
。
屋
形
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
息
子
〔
義
統
〕
の
領
土
は
失
わ

れ
た
も
の
と
考
え
た
。
そ
れ
故
パ
ー
ド
レ
た
ち
に
対
し
、
豊
後
の

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
バ
テ
ィ
オ
ネ

コ
レ
ジ
オ
と
修

練

院
を
移
す
よ
う
に
勧
め
た
。
／（f.260v.

）

準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
は
、
極
め
て
迅
速
に
協
議
を
行
な
っ
た
上

ク
ワ
バ
ク
ド
ノ

で
、
次
の
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
た
。
第
一
に
、
関
白
殿

カ
ミ

ジ
ェ
ン
テ

が
支
援
を
送
り
、
上
か
ら
軍
勢
が
下
向
す
る
の
か
ど
う
か
、
そ
し

て
恐
れ
る
必
要
が
な
い
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
。
豊
後
の
コ

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

二
三
（
三
七
七
）



ノ
ヴ
ィ
チ
ア
ト

レ
ジ
オ
と
修
練
院
を
移
す
な
ら
、
ま
ず
何
処
に
移
す
べ
き
か
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
か
く
し
て
同
パ
ー
ド
レ
は
次
の
よ

ミ
ヤ
コ

う
に
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
私
が
京
都
地
域
に
向
け
て
発
ち
、
其

処
で
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
共
に
、
軍
勢
を
豊
後
に
下
向
さ
せ
る
の
か

ど
う
か
、
同
地
の
意
向
を
見
極
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
（
70
）
。」

す
な
わ
ち
、
領
内
の
戦
乱
の
た
め
、
宗
麟
が
府
内
コ
レ
ジ
オ
の

移
転
を
勧
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
い
て
も
準
管
区
長
を
中
心
に
そ

れ
を
真
剣
に
検
討
し
た
こ
と
、
要
は
豊
臣
秀
吉
が
援
軍
を
送
る
か

否
か
が
決
め
手
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
早
急
に
確
か
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
五
八
七
年
八
月
五
日
付
け
フ
ロ
イ
ス
が
記
述
し
た
一
五
八
七

年
度
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

レ
グ
ノ

「
臼
杵
の
諸
事
情
や
〔
豊
後
〕
国
全
土
の
事
態
が
こ
う
い
っ
た

状
況
に
な
り
、
城
の
な
か
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
二
つ
の
大
な
る
困

カ
ザ
・
ダ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

ノ
ヴ
ィ
シ
オ
ス

惑
に
包
ま
れ
た
。
第
一
は
、
修

練

院
に
い
る
多
く
の
修
練
者

の
イ
ル
マ
ン
た
ち
や
そ
の
他
大
勢
の
人
々
と
と
も
に
、
何
処
に
行

く
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
府
内
の
あ
た
り

に
は
、
そ
れ
は
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
市
や
コ
レ
ジ

オ
が
、
臼
杵
が
蒙
っ
た
の
と
同
じ
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で

レ
グ
ノ

あ
る
。
第
二
に
、〔
豊
後
〕
国
外
に
去
る
以
外
に
や
り
よ
う
が
な

フ
ァ
ト

い
の
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
々
と
財
と
を
積
み
込
む
こ
と

が
出
来
る
確
か
な
船
舶
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
と
い
う
の
は
、

其
処
や
府
内
に
あ
る
船
舶
は
、
小
さ
く
て
弱
く
、
僅
か
な
積
荷
し

か
運
べ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
当
時
は
そ
れ
ら
〔
船

舶
〕
の
持
主
た
ち
は
、
自
分
に
益
す
る
こ
と
に
の
み
そ
れ
を
役
立

て
よ
う
と
努
め
て
い
た
（
71
）
。」

薩
摩
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
豊
後
国
が
い
よ
い
よ
危
険
に
な
り
、

府
内
コ
レ
ジ
オ
そ
の
他
が
別
の
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
一
五
八
八
年
二
月
二
〇
日
付
け
有

馬
発
、
フ
ロ
イ
ス
が
記
述
し
た
一
五
八
七
年
度
年
報
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
。
因
み
に
本
年
報
は
、
天
正
一
五
年
六

月
一
九
日
付
け
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
載
せ
て
い
る
。

エ
ル
レ
イ

「
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
豊
後
の
破
壊
と
滅
亡
を
は
っ
き
り
認

フ
ォ
ル
タ
レ
ザ

カ
ザ
・
ダ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

め
、

城
に
い
る
修

練

院
の
者
た
ち
も
、
府
内
の
コ
レ
ジ
オ

フ
ァ
ト

ア
マ
ン
グ
チ

に
い
る
者
た
ち
も
、
最
も
主
要
な
財
だ
け
を
持
っ
て
山
口
の
諸

レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
内
の
ど
れ
か
に
避
難
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
彼

〔
王
〕
の
も
と
に
は
パ
ー
ド
レ
一
人
と
イ
ル
マ
ン
二
人
だ
け
、

方
々
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
は
僅
か
な
人
数
〔
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル

マ
ン
〕
を
分
散
し
て
残
す
よ
う
に
、
と
強
く
求
め
た
。
そ
の
地
方

ス
ペ
リ
オ
ル

の
上
長
で
あ
っ
た
パ
ー
ド
レ
・
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
ゴ
メ
ス
が
そ
の
た

エ
ル
レ
イ

め
に
府
内
か
ら
臼
杵
に
行
き
、
ど
う
す
べ
き
か
王
や
パ
ー
ド
レ
た

ち
と
よ
く
相
談
し
た
上
で
、
パ
ー
ド
レ
た
ち
が
財
を
持
っ
て
豊
後

史
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を
発
つ
方
策
を
見
つ
け
る
努
力
を
し
た
。〔
中
略
〕

カ
ン
ビ
オ
イ

〔
官
兵
衛
（
黒
田
孝
高
）
の
口
添
え
の
手
紙
と
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ

ニ
ョ
（
小
西
行
長
）
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
塩

飽
の
異
教
徒
の
船
頭
が
〕
府
内
に
い
る
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
臼
杵
に

い
る
者
た
ち
〔
パ
ー
ド
レ
た
ち
〕
を
、
運
べ
る
だ
け
の
彼
ら
の
財

ア
マ
ン
グ
チ

と
共
に
、
彼
の
船
で
下
関
ま
た
は
山
口
に
、
特
に
当
時
と
し
て

は
極
め
て
安
価
に
運
ぶ
こ
と
を
引
き
受
け
た
。〔
中
略
〕

府
内
に
い
る
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
、
寝
具
だ
け
を
持
っ
て
身
一
つ

で
行
っ
て
よ
い
、
そ
の
他
の
財
を
持
っ
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
、

府
内
に
は
パ
ー
ド
レ
一
人
と
イ
ル
マ
ン
二
人
だ
け
を
残
す
、
と
い

セ
ン
ゴ
ク

プ
リ
ン
シ
ペ

う
許
可
を
仙
石
〔
仙
石
秀
久
〕、
お
よ
び
嫡
子
〔
大
友
義
統
〕
か

オ

ル

ナ

メ

ン

ト

ス

ら
得
て
い
た
。
そ
こ
の
コ
レ
ジ
オ
に
は
、
祭
服
と
祭
壇
用
具
・

リ
ヴ
ロ
ス

プ

ラ

タ

ア
ル
フ
ァ
イ
ア
ス

書
籍
・
教
会
の
銀
製
品
そ
の
他
の
装
飾
品
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
が
豊

後
で
持
っ
て
い
た
最
も
主
要
な
財
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
財
を
隠

し
て
持
ち
出
す
の
に
大
変
な
術
策
を
要
し
、
多
大
な
労
苦
と
危
険

と
を
被
っ
た
。〔
中
略
〕

ジ
ェ
ン
テ

仙
石
に
従
っ
て
、
配
下
に
若
干
の
兵
を
連
れ
て
来
た
非
常
に
立

フ
ィ
ダ
ル
ゴ

派
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
貴
人
が
一
人
偶
々
府
内
に
お
り
、
パ
ー
ド

カ
ミ

レ
た
ち
の
財
を
救
う
手
助
け
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
彼
は
上
の

者
で
、
尊
敬
を
博
し
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
財
の
最
大
に

し
て
最
良
の
部
分
を
密
か
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
、
手
助
け
を
し

て
く
れ
た
。
そ
れ
故
、
臼
杵
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
も
府
内
の
者
た
ち

フ
ァ
ト

〔
パ
ー
ド
レ
た
ち
〕
も
、
最
良
に
し
て
最
も
主
要
な
財
を
持
っ
て

乗
船
す
る
こ
と
が
出
来
た
。／（f.106

）
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
三
三
人

ド

ジ

コ

ス

モ
ソ
ス
・
デ
・
セ
ル
ヴ
ィ
ソ

で
、
同
宿
た
ち
や
従
僕
た
ち
を
加
え
る
と
六
五
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
・
イ
ル
マ
ン
た
ち
一
三

レ
イ
ノ

人
が
、
同
じ
豊
後
国
の
様
々
な
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
分
散
し
て
残

留
し
た
が
、
こ
れ
ら
〔
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
〕
で
は
自
ら
を
救
う
た

め
に
、
そ
の
後
様
々
な
危
険
や
労
苦
を
被
っ
た
。〔
中
略
〕

〔
十
二
月
末
府
内
の
近
く
か
ら
出
航
〕
悪
天
候
の
た
め
通
常
の

ア
マ
ン

そ
の
航
程
よ
り
多
く
の
日
数
を
費
や
し
は
し
た
が
、
そ
れ
で
も
山

グ
チ

カ
ン
ダ
マ
シ
ョ

口
の
、
下

松（
72
）
と
い
う
港
に
安
着
し
た
。
其
処
で
パ
ー
ド
レ
た
ち

と
イ
ル
マ
ン
た
ち
の
半
数
が
、
若
干
の
財
を
持
っ
て
下
船
し
、
陸

路
山
口
に
向
か
っ
た
。
そ
の
他
の
者
た
ち
は
残
り
の
財
と
共
に
同

じ
船
で
下
関
に
向
か
っ
た
。
着
く
ま
で
に
、
そ
こ
か
ら
八
日
か
か

っ
た
。

最
初
の
人
々
〔
下
松
で
下
船
し
た
半
数
〕
は
、
多
大
な
労
苦
と

不
便
に
苦
し
み
な
が
ら
、
や
っ
と
の
こ
と
で
山
口
に
着
き
、
其
処

に
前
か
ら
い
た
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
、
深
い

愛
徳
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
別
の
〔
下
松
で
下
船
し
な
か
っ

た
〕
人
々
も
、
よ
り
よ
く
保
管
が
出
来
る
下
関
に
財
を
降
し
た
後

に
、
矢
張
り
山
口
に
向
か
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

二
五
（
三
七
九
）



ノ
ヴ
ィ
シ
ア
ド

そ
こ
の
新
し
い
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
、
コ
レ
ジ
オ
と
修
練
院
が
一

緒
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
大
き
な
コ
レ
ジ
オ
を
作
っ

た
。
そ
れ
の
収
容
能
力
は
ご
く
小
さ
か
っ
た
が
、〔
居
住
す
る
〕

イ
エ
ズ
ス
会
士
は
四
〇
人
以
上
に
上
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
時
に
、
前
述
の
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
が
出
来
て
わ
れ
わ
れ
が
そ

こ
に
居
住
で
き
る
の
は
、
わ
れ
ら
の
主
の
お
蔭
で
あ
り
、
そ
し
て

カ
ン
ビ
オ
イ
ン
ド
ノ

官
兵
衛
殿
〔
黒
田
孝
高
〕
に
敬
意
を
払
う
が
故
に
、
わ
れ
わ
れ
は

山
口
で
大
変
厚
遇
を
受
け
、
極
め
て
快
適
な
カ
ザ
を
持
つ
こ
と
が

出
来
た
。
そ
こ
は
非
常
に
狭
く
は
あ
る
が
、
パ
ー
ド
レ
と
イ
ル
マ

ン
の
全
員
が
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
〔
パ
ー
ド
レ
・
イ

ル
マ
ン
〕
は
、
も
し
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
別
の
時
に
起
こ
っ
た

な
ら
、
あ
の
よ
う
な
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
あ

る
い
は
財
の
み
か
彼
ら
の
命
を
も
失
う
羽
目
に
な
っ
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
。
こ
の
不
便
と
狭
さ
は
あ
る
も
の
の
、

オ

ス

・

ノ

ソ

ス

ク
ワ
ン
バ
ク
ン
ド
ノ

わ
れ
わ
れ
仲
間
た
ち
は
、
関
白
殿
の
命
令
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ

る
ま
で
、
こ
の
山
口
に
い
た
（
73
）
。」

右
の
一
五
八
七
年
度
年
報
の
記
述
は
、
豊
後
国
内
あ
る
い
は
そ

の
周
辺
の
戦
乱
の
た
め
、
宗
麟
の
勧
め
に
従
っ
て
府
内
コ
レ
ジ
オ

を
閉
鎖
し
て
、
山
口
に
移
っ
た
様
子
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

右
の
史
料
に
よ
っ
て
、
次
の
事
実
が
分
か
る
。

一
、
大
友
宗
麟
は
島
津
の
攻
撃
を
受
け
て
自
領
が
窮
地
に
あ
る
こ

と
を
率
直
に
認
め
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
お
よ
び
臼
杵
修
練
院
を
引

き
払
っ
て
、
主
な
財
を
持
っ
て
山
口
の
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
内

の
ど
れ
か
に
避
難
す
る
よ
う
、
そ
し
て
豊
後
に
は
僅
か
な
イ
エ

ズ
ス
会
士
だ
け
を
残
す
よ
う
要
請
し
た
。

二
、
黒
田
孝
高
と
小
西
行
長
の
協
力
も
あ
っ
て
、
豊
後
か
ら
下

関
・
山
口
ま
で
の
安
価
な
船
便
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
諸
々
の
用
具
や
書
籍
、
銀
製
品
等
を
搬
出
す

る
の
に
苦
労
し
た
。
秀
吉
の
九
州
征
伐
の
先
鋒
と
し
て
豊
後
に

派
遣
さ
れ
た
仙
石
久
秀
の
配
下
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
、
こ
の
搬

出
を
手
助
け
し
た
。

三
、
こ
の
時
船
で
豊
後
を
脱
出
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
三
三
人
、

同
宿
・
従
僕
を
加
え
、
全
部
で
六
五
人
で
あ
っ
た
。
豊
後
に
残

留
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
は
、
一
三
人
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
豊
後
国
内
の
各
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
分
散
し
た
。

こ
こ
に
見
え
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
数
の
記
述
に
つ
い
て
、

少
し
記
す
。

一
五
八
七
年
一
二
月
ゴ
ア
で
作
成
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ

ン
デ
ィ
ア
管
区
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
（
日
本
に
関

し
て
は
一
五
八
六
年
九
月
〜
一
〇
月
現
在
の
状
況
）
に
拠
り
、

豊
後
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
施
設
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

二
六
（
三
八
〇
）



居
住
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
数
を
記
し
て
み
る
。

パ
ー
ド
レ

イ
ル
マ
ン

府
内
コ
レ
ジ
オ

五
人

一
六
人

津
久
見
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

一
人

一
人

野
津
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

一
人

一
人

臼
杵
修
練
院

三
人

一
六
人

由
布
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

一
人

一
人

志
賀
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

一
人

一
人

合

計

一
二
人

三
六
人
（
74
）

豊
後
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
船
出
し
た
の
は
、
左
に
記

す
通
り
一
五
八
六
年
一
二
月
二
三
日
で
あ
る
か
ら
、
右
の
如
き

イ
エ
ズ
ス
会
士
在
豊
後
の
時
期
と
お
お
よ
そ
同
じ
だ
と
言
っ
て

よ
い
。
そ
の
時
豊
後
を
脱
出
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
全
部
で
三

三
人
、
豊
後
に
残
留
し
た
の
は
一
三
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ

ま
り
、
脱
出
す
る
以
前
は
豊
後
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
四
六
人
い

た
わ
け
で
あ
る
。
名
簿
に
拠
る
と
、
同
年
九
月
〜
一
〇
月
当
時

は
、
豊
後
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
全
部
で
四
八
人
い
た
。

四
、
出
航
は
一
五
八
六
年
一
二
月
末
（
左
記
の
通
り
、
フ
ロ
イ
ス

著
『
日
本
史
』
に
拠
る
と
一
五
八
六
年
一
二
月
二
三
日
府
内
出

発
（
75
））
で
あ
っ
た
。
最
初
の
寄
港
地
は
下
松
港
で
あ
っ
た
。
パ
ー

ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
半
数
が
財
を
持
っ
て
下
船
し
、
陸
路
山
口

に
向
か
っ
た
。

五
、
残
り
の
半
数
は
、
そ
の
ま
ま
さ
ら
に
八
日
間
の
航
海
を
続
け

て
下
関
で
下
船
し
て
、
財
を
そ
こ
に
保
管
し
、
矢
張
り
山
口
に

向
か
っ
た
。

六
、
豊
後
を
発
っ
た
一
行
は
山
口
に
集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
こ
に
新
た
に
作
ら
れ
た
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
、
コ
レ
ジ
オ
と
修

練
院
の
メ
ン
バ
ー
が
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
居
住
す
る
イ

エ
ズ
ス
会
士
は
四
〇
人
以
上
に
上
っ
た
。
秀
吉
の
禁
令
（
一
五

八
七
年
七
月
二
四
日
）
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
る
ま
で
、
山
口
に

い
た
。

因
み
に
右
の
三
に
引
用
し
た
一
五
八
七
年
一
二
月
ゴ
ア
に
て
作

成
、
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
の
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン

の
名
簿
（
日
本
に
関
し
て
は
一
五
八
六
年
九
月
〜
一
〇
月
現
在
の

状
況
）
に
拠
る
と
、
山
口
に
は
パ
ー
ド
レ
一
人
と
イ
ル
マ
ン
一
人

駐
在
し
て
い
た
と
い
う
（
76
）
。
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
あ
っ
た
と
の
記
述
は

な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
僅
か
イ
エ
ズ
ス

会
士
二
人
し
か
い
な
い
山
口
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
を
増
築
し
た
の
か
、

或
い
は
別
に
新
た
に
建
物
を
作
る
か
し
て
、
そ
こ
に
府
内
コ
レ
ジ

オ
・
臼
杵
修
練
院
の
メ
ン
バ
ー
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
豊
後
か
ら
来
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
三
三
人
を
加
え
て
、
全
部
で

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

二
七
（
三
八
一
）



四
〇
人
以
上
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
山
口
に
居
住
す
る
こ
と
と
な
っ

た
と
い
う
。
以
前
か
ら
山
口
に
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
二
人
だ
け

で
あ
っ
た
の
で
、
両
史
料
の
間
で
人
数
が
合
致
し
な
い
嫌
い
も
あ

る
が
、
両
史
料
の
時
期
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
異
同

は
致
し
方
な
い
と
言
う
べ
き
か
。

と
に
か
く
右
に
記
し
た
通
り
一
五
八
六
年
一
二
月
、
府
内
コ
レ

ジ
オ
を
含
む
在
豊
後
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
大
部
分
が
同
国
を
脱
出
し

て
山
口
に
移
動
し
た
こ
と
を
区
切
り
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
は
廃
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
豊
後
か
ら
山
口
へ
の
コ
レ
ジ
オ
（
お
よ
び
修
練
院
）
の

移
動
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
に
も
記
述
さ
れ
て

い
る
。
同
『
日
本
史
』
に
は
、
そ
の
話
に
先
だ
っ
て
、
い
ず
れ
豊

後
を
退
去
す
る
時
の
た
め
の
備
え
を
し
て
い
た
こ
と
も
記
述
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
そ
の
関
係
の
記
載
を
引
用
す
る
。

「
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
コ
エ
リ
ョ
〕
は
、
本
年
〔
一
五
〕
八

六
年
九
月
一
六
日
臼
杵
を
発
っ
て
下
関
に
向
か
っ
た
。
其
処
は
長

レ
イ
ノ

門
国
に
あ
り
、
山
口
市
か
ら
一
日
半
の
行
程
で
あ
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
そ
の
頃
、
豊
後
は
動
揺
し
て
お
り
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
災

難
に
見
舞
わ
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
コ
レ
ジ
オ
・

カ
ザ
・
デ
・
ア
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

修

練

院（
77
）、
お
よ
び
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
パ
ー
ド
レ
や
イ

ル
マ
ン
た
ち
に
と
っ
て
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
が
あ
の
〔
下
関
〕

港
に
駐
在
す
る
以
上
に
時
宜
に
叶
っ
た
対
策
は
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
あ
た
か
も
望
楼
か
ら
豊
後
の
出
来
事
を
見
守
り
、
船
舶
で

彼
ら
を
其
処
か
ら
救
出
し
た
り
、
必
要
な
そ
の
他
の
手
立
て
を
講

じ
た
り
す
る
た
め
で
あ
る
（
78
）
。〔
中
略
〕

〔
パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ
に
よ
っ
て
、
山

口
で
の
布
教
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
あ
り
〕
そ
れ

か
ら
何
日
か
経
っ
て
、
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
コ
エ
リ
ョ
〕
は
、

下
関
か
ら
山
口
市
に
赴
い
た
。
カ
ザ
の
地
所
を
見
分
し
た
り
、
彼

を
待
っ
て
い
る
あ
の
古
く
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
会
っ
て
、

彼
ら
を
慰
め
る
た
め
で
あ
っ
た
（
79
）
。〔
中
略
〕

彼
〔
黒
田
孝
高
〕
は
大
坂
に
お
い
て
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
〔
コ

エ
リ
ョ
〕
に
対
し
、
ま
も
な
く
〔
関
白
の
〕
使
者
と
し
て
毛
利
の

国
々
に
向
け
て
出
発
す
る
の
で
、
そ
の
山
口
の
新
し
い
レ
ジ
デ
ン

シ
ア
に
一
人
の
パ
ー
ド
レ
を
、
責
任
を
持
っ
て
駐
留
さ
せ
る
旨
約

束
し
た
。
彼
は
そ
の
約
束
に
違
う
こ
と
な
く
、
そ
の
通
り
実
行
し

た
（
80
）。〔
中
略
〕

レ
イ

山
口
の
王
〔
毛
利
〕
輝
元
も
約
三
千
〔
の
兵
〕
を
率
い
て
そ
こ

ボ

ン

ゾ

ス

モ
ス
テ
イ
ロ

か
ら
一
レ
グ
ワ
の
と
こ
ろ
に
到
着
し
、
あ
る
仏
僧
た
ち
の
寺
に

投
宿
し
た
。
パ
ー
ド
レ
〔
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
〕
は
、
山
口
で
地

所
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
礼
を
述
べ
る
た
め
に
赴
い
た
が
、

ク
ワ
ン
ビ
ョ
ウ
エ
ド
ノ

官
兵
衛
殿
〔
黒
田
孝
高
〕
が
特
に
パ
ー
ド
レ
に
同
行
し
た
（
81
）
。〔
中

史
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略
〕わ

れ
わ
れ
が
と
く
に
官
兵
衛
殿
の
厚
意
と
支
援
を
必
要
と
す
る

も
の
が
、
ま
だ
二
つ
残
っ
て
い
た
。
第
一
は
、
そ
の
地
〔
下
関
〕

に
わ
れ
わ
れ
が
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
を
一
軒
持
つ
こ
と
で
あ
っ
た
（
82
）
。

〔
中
略
〕

パ
テ
ン
テ
ス

第
二
は
、〔
第
一
に
〕
劣
ら
ず
重
要
で
、
三
つ
の
特
許
状
を
入

手
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
王
輝
元
の
も
の
で
、
そ
れ
に
よ

っ
て
彼
が
山
口
と
下
関
の
地
所
を
永
久
に
与
え
、
そ
し
て
彼
の
す

レ
イ
ノ
ス

デ
ウ
ス

レ
イ

べ
て
の
国
々
に
お
い
て
神
の
法
を
宣
布
す
る
こ
と
を
許
可
し
、
さ

デ
ィ
レ
イ
ト
ス

ら
に
彼
の
領
国
内
の
海
陸
に
お
い
て
、

税
を
支
払
う
必
要
は

ル
ア
ス

セ
ル
ヴ
ィ
シ
オ
ス
・
エ
・
ミ
ニ
ス
テ
リ
オ
ス

な
く
、
さ
ら
に
投
宿
や
、
街
道
の
諸

々

の

夫

役
の
義
務

を
わ
れ
わ
れ
に
は
免
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
仏
僧
た
ち
は
、

こ
れ
ら
す
べ
て
を
〔
課
せ
ら
れ
〕
行
っ
て
い
る
。

他
の
二
通
は
、
類
似
の
い
っ
そ
う
内
容
を
拡
充
し
た
特
許
状
で
、

レ
ジ
ェ
ド
レ
ス

彼
〔
毛
利
輝
元
〕
の
重
立
っ
た
二
人
の
家
老
の
も
の
で
あ
る
。
官

兵
衛
殿
は
わ
れ
わ
れ
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
草
案
を
わ
れ
わ
れ
の
望

み
通
り
に
カ
ザ
で
記
述
す
る
よ
う
に
と
命
じ
、
そ
う
す
れ
ば
直
ち

に
そ
の
通
り
作
成
さ
せ
、
署
名
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
、
と
言
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
す
べ
て
直
ぐ
に
履
行
さ
れ
た
（
83
）
。」

右
の
『
日
本
史
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
が
山
口

に
移
動
す
る
直
前
の
状
況
が
か
な
り
詳
細
に
判
明
す
る
。
纏
め
る

と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
毛
利
輝
元
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
対
し
、
山
口
と
下
関
に
地
所

を
与
え
、
領
内
で
の
布
教
を
許
可
し
、
税
そ
の
他
仏
僧
に
は
課

し
た
諸
々
の
義
務
を
免
除
し
た
。
毛
利
領
に
お
い
て
教
会
活
動

を
展
開
さ
せ
る
に
つ
い
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
黒
田
孝
高
か
ら

支
援
を
得
た
。

二
、
準
管
区
長
コ
エ
リ
ョ
は
、
豊
後
国
が
動
揺
し
て
い
る
の
で
、

コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
・
諸
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
が
難
を
避
け
て
下
関

に
移
動
す
る
の
が
最
善
の
対
策
で
あ
る
と
判
断
し
、
一
五
八
六

年
九
月
臼
杵
を
発
っ
て
下
関
に
行
き
、
そ
の
時
期
の
到
来
を
う

か
が
っ
た
。

三
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ

が
山
口
で
布
教
を
始
め
た
の
で
、
準
管
区
長
は
下
関
か
ら
山
口

に
行
き
、
毛
利
輝
元
か
ら
与
え
ら
れ
た
カ
ザ
の
た
め
の
地
所
を

見
分
し
た
。

右
の
如
き
経
緯
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
府
内
コ
レ
ジ
オ
が
豊
後
で

の
混
乱
を
逃
れ
て
山
口
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
、
一
五

八
七
年
度
年
報
の
記
述
を
補
足
す
る
意
味
で
、
そ
の
関
係
の
一
連

の
出
来
事
に
つ
い
て
の
『
日
本
史
』
の
記
事
を
次
に
引
用
す
る
。

「
前
述
の
如
く
、
府
内
の
コ
レ
ジ
オ
の
パ
ー
ド
レ
お
よ
び
イ
ル

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

二
九
（
三
八
三
）



マ
ン
た
ち
は
、
ま
さ
に
路
頭
に
迷
う
危
険
が
間
近
に
差
し
迫
っ
て

い
た
。〔
豊
後
〕
国
全
体
が
叛
き
、
そ
の
〔
豊
後
国
の
〕
大
部
分

が
敵
の
掌
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
現
地
人
た
ち
は
互

い
に
掠
奪
し
合
っ
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
コ
レ
ジ
オ

オ

ル

ナ

メ

ン

ト

ス

プ

ラ

タ

イ
マ
ジ
ェ
ン
ス

の
人
々
は
、
祭
服
と
祭
壇
用
具
・
書
籍
・
教
会
の
銀
製
品
・
聖
画
像

フ
ァ
ト

等
の
主
要
な
財
と
と
も
に
安
全
な
場
所
に
移
る
必
要
が
あ
っ
た
（
83
）
。

〔
中
略
〕

こ
う
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
三
人
が
同
豊
後
国
に
残
留
し
、
府

カ
ザ
・
デ
・
ア
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

内
の
コ
レ
ジ
オ
と
臼
杵
修

練

院
の
そ
の
他
の
す
べ
て
の
者

は
、
そ
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
三
三
人
で
、
そ
れ

ド
ジ
コ
ス

モ
ソ
ス
・
デ
・
セ
ル
ヴ
ィ
ソ

に
諸
カ
ザ
の
同
宿
と
従
僕
た
ち
を
加
え
て
、
全
部
で
五
五
人
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
下
関
港
に
向
か
っ
た
が
、
折
か
ら
厳
冬
期
で
あ

っ
た
の
で
、
悪
天
候
で
、
航
海
中
多
大
の
苦
労
を
味
わ
っ
た
。

ナ

タ

ル

彼
ら
は
府
内
を
降
誕
祭
の
二
日
前
に
出
航
し
、
同
じ
豊
後
国
内

ジ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ス

で
は
あ
る
が
、
異
教
徒
た
ち
の
あ
る
港
に
寄
り
、
そ
こ
の
妻
帯
し

ボ
ン
ゾ

て
い
る
仏
僧
の
貧
し
い
家
屋
に
携
帯
用
の
祭
壇
を
設
け
、
パ
ー
ド

レ
た
ち
全
員
が
ミ
サ
を
捧
げ
、
イ
ル
マ
ン
た
ち
は
聖
体
を
拝
領
し

た
。

ヤ
マ
ン

そ
こ
か
ら
ま
も
な
く
内
海
を
渡
り
、
一
〇
日
を
費
や
し
て
山

グ
チ

ク
ン
ダ
マ
ツ

口
の
地
の
、
下
松
と
い
う
港
に
着
い
た
。
そ
こ
に
上
陸
し
た
一

ジ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ス

行
は
、
そ
の
地
の
異
教
徒
た
ち
か
ら
非
常
に
親
切
に
遇
せ
ら
れ
歓

待
さ
れ
た
。

そ
の
地
〔
下
松
〕
か
ら
パ
ー
ド
レ
た
ち
は
一
行
の
半
分
の
人
数

を
伴
っ
て
、
一
八
レ
グ
ワ
隔
た
っ
た
山
口
に
陸
路
向
か
っ
た
。
其

処
〔
山
口
〕
に
は
パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ
が

ド
ウ
ス
・
ソ
ブ
ラ
ド
ス

駐
在
し
て
お
り
、
彼
ら
の
た
め
に
三
階
建
て
の
家
屋
を
作
っ
て
い

た
。〔
そ
の
工
事
は
〕
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
パ
ー

ド
レ
は
一
同
を
迎
え
入
れ
、
深
い
愛
情
を
も
っ
て
奉
仕
し
た
。

そ
れ
か
ら
八
日
後
に
、
イ
ル
マ
ン
一
七
人
を
ふ
く
む
残
り
の
半

分
の
人
々
が
乗
り
、
財
を
積
ん
だ
船
が
下
関
に
着
い
た
。
天
候
が

よ
け
れ
ば
三
、
四
日
の
航
海
で
あ
る
が
、
一
八
日
も
か
か
っ
た
。

一
同
は
、
す
べ
て
に
事
欠
き
、
大
変
困
窮
し
た
有
様
で
到
着
し
た
。

し
か
も
厳
寒
と
荒
天
を
押
し
て
旅
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大

い
に
同
情
に
価
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

彼
ら
は
其
処
〔
下
関
〕
で
何
日
間
か
パ
ー
ド
レ
・
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
に
慰
め
ら
れ
、
財
を
異
教
徒
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
家
屋
に

分
散
し
て
預
け
た
後
、
同
地
か
ら
一
日
半
の
旅
程
の
山
口
市
に
向

か
っ
た
。
そ
し
て
其
処
に
す
で
に
先
着
し
て
い
た
他
の
一
行
に
合

流
し
た
。
こ
れ
程
大
勢
の
パ
ー
ド
レ
や
イ
ル
マ
ン
に
会
う
こ
と
が

出
来
た
こ
と
に
よ
る
、
山
口
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
慰
め
と
喜

び
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
（
85
）
。」

右
に
引
用
し
た
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、

史
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次
の
事
実
が
確
認
出
来
る
。

一
、
豊
後
の
戦
乱
を
避
け
て
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
人
と
物
を
安
全

な
所
に
移
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

二
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
関
係
者
を
含
む
豊
後
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
三
三

人
に
同
宿
・
従
僕
を
加
え
て
全
部
で
五
五
人
、
そ
れ
に
コ
レ
ジ

オ
の
諸
々
の
用
具
・
書
籍
・
銀
製
品
、
そ
の
他
の
財
を
乗
せ
た

船
は
降
誕
祭
の
二
日
前
、
す
な
わ
ち
一
五
八
六
年
一
二
月
二
三

日
に
府
内
を
発
っ
た
。
豊
後
国
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
三
人
が

残
留
し
た
。

三
、
下
松
で
一
行
の
半
数
が
下
船
し
、
陸
路
山
口
に
向
か
っ
た
。

山
口
駐
在
の
パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ
が
一

行
の
た
め
に
、
三
階
建
て
の
建
物
を
建
造
中
で
あ
っ
た
。

四
、
残
り
の
半
数
は
そ
の
ま
ま
船
で
下
関
に
行
っ
た
。
下
関
で
フ

ロ
イ
ス
に
会
い
、
持
参
し
た
財
を
異
教
徒
の
家
に
分
散
し
て
預

け
た
。

五
、
彼
ら
は
そ
こ
か
ら
陸
路
山
口
に
向
か
い
、
先
着
し
て
い
た

人
々
と
合
流
し
た
。

右
の
『
日
本
史
』
の
記
載
は
、
基
本
的
に
先
の
一
五
八
七
年
年

報
の
記
事
と
同
じ
で
あ
る
。
両
者
の
記
述
が
異
な
る
と
こ
ろ
を
中

心
に
少
し
述
べ
る
と
、
船
で
豊
後
を
脱
出
し
た
者
に
つ
い
て
、
年

報
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
三
三
人
、
同
宿
・
従
僕
を
加
え
る
と
六
五

人
、
豊
後
に
残
留
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
一
三
人
と
記
す
。
こ
れ

に
対
し
、『
日
本
史
』
に
は
、
脱
出
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
三
三
人
、

同
宿
・
従
僕
を
加
え
五
五
人
、
残
留
イ
エ
ズ
ス
会
士
一
三
人
と
記

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
双
方
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
数
は
合
致
し

て
い
る
が
、
同
宿
・
従
僕
の
数
に
違
い
が
あ
る
。

一
行
が
豊
後
府
内
を
船
出
し
た
月
日
に
つ
い
て
、
年
報
に
は
一

五
八
六
年
一
二
月
末
と
記
し
て
あ
る
の
に
対
し
、『
日
本
史
』
に

は
降
誕
祭
の
二
日
前
、
す
な
わ
ち
一
五
八
六
年
一
二
月
二
三
日
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
度
の
豊
後
脱
出
に
よ
り
、
府
内
コ

レ
ジ
オ
お
よ
び
臼
杵
修
練
院
の
移
転
先
と
な
っ
た
山
口
に
は
、
パ

ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ
が
以
前
か
ら
駐
在
し
て

い
て
、
三
階
建
て
の
建
造
物
を
建
築
中
で
あ
っ
た
旨
、『
日
本

史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
一
五
八
七
年
一
二
月
に

作
成
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
東
イ
ン
デ
ィ
ア
管
区
の
パ
ー
ド
レ
・
イ

ル
マ
ン
の
名
簿
（
日
本
に
関
し
て
は
一
五
八
六
年
九
月
〜
一
〇
月

現
在
の
状
況
）
に
は
、
山
口
市
駐
在
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
し
て
、

次
の
二
人
を
挙
げ
て
い
る
。

パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
デ
・
モ
レ
イ
ラ

イ
ル
マ
ン
・
ガ
ス
パ
ル
定
松
、
大
村
出
身
、
説
教
師
、
日
本
人
（
86
）

つ
ま
り
、『
日
本
史
』
の
こ
の
点
の
記
述
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
名

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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簿
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。
右
に
見
た
通
り
府
内
コ
レ
ジ
オ
は
、

関
係
者
た
ち
が
諸
々
の
用
具
・
書
籍
・
銀
製
品
等
を
持
っ
て
一
五

八
六
年
一
二
月
二
三
日
に
船
で
府
内
を
発
ち
、
山
口
に
逃
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
閉
校
と
な
っ
た
。
翌
一
五
八
七
年
一
月
か
ら
新
た
に

山
口
コ
レ
ジ
オ
が
始
ま
る
が
、
先
の
一
五
八
七
年
年
報
に
記
述
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
山
口
滞
在
は
、
秀
吉
の
キ
リ
シ
タ
ン

禁
令
に
よ
り
追
放
さ
れ
る
ま
で
で
あ
っ
た
の
で
、
同
コ
レ
ジ
オ
も

極
く
短
期
間
で
消
滅
し
て
し
ま
う
。
そ
の
短
命
に
終
わ
っ
た
山
口

コ
レ
ジ
オ
の
最
期
に
つ
い
て
は
、
一
五
八
九
年
七
月
二
三
日
付
け

マ
カ
オ
発
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
書
簡
に
記

さ
れ
て
い
る
。

ク
ワ
バ
ク
ン
ド
ノ

ア
マ
ン
グ
チ

レ
イ
ノ
ス

「〔
暴
君
関
白
殿
の
迫
害
に
よ
り
〕
山
口
の
国
々
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
が
そ
の
〔
山
口
〕
市
に
有
し
た
別
の
大
変
大
き
な
カ
ザ

カ
サ
・
デ
・
プ
ロ
バ
シ
オ
ン

が
破
壊
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
豊
後
の
コ
レ
ジ
オ
と
修

練

院

が
破
壊
さ
れ
て
後
、
そ
れ
ら
の
パ
ー
ド
レ
た
ち
と
イ
ル
マ
ン
た
ち

全
員
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
全
員
で
四
〇
人
を
超
え
、
今

回
の
迫
害
が
始
ま
り
其
処
か
ら
追
放
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
〔
カ

ザ
〕
に
八
ヵ
月
以
上
滞
在
し
た
（
87
）
。」

山
口
に
新
た
に
大
き
な
カ
ザ
を
作
っ
て
、
其
処
に
府
内
コ
レ
ジ

オ
お
よ
び
臼
杵
修
練
院
の
居
住
者
を
収
容
し
た
が
、
そ
の
カ
ザ
も

秀
吉
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
発
布
に
伴
っ
て
破
壊
さ
れ
、
其
処
に
居

住
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
は
追
放
さ
れ
た
。
山
口
コ
レ
ジ

オ
は
結
局
八
ヵ
月
余
の
短
命
で
終
わ
っ
た
。

府
内
コ
レ
ジ
オ
を
設
置
し
な
が
ら
、
結
局
其
処
を
取
り
巻
く
政

情
や
中
央
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
翻
弄
さ
れ
て
、
余
り
大
き
な
成

果
を
上
げ
る
こ
と
も
出
来
ず
に
終
わ
っ
た
無
念
の
思
い
を
、
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
書
簡
で
訴
え
て
い
る
。
一
五

八
九
年
七
月
二
六
日
付
け
マ
カ
オ
発
の
書
簡
で
あ
る
。

「〔
猊
下
に
報
告
す
べ
き
〕
六
番
目
の
こ
と
は
、
猊
下
が
私
に
書

き
送
っ
て
来
た
通
り
、
国
王
陛
下
に
よ
り
、
さ
ら
に
は
教
皇
聖
下

シ
ウ
ダ
ド

イ
グ
レ
シ
ア
・
メ
ト
ロ
ポ
リ

に
よ
り
、
有
馬
で
は
な
く
府
内
市
に
、
首
都
大
司
教
の
教
会
を

作
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
件
で
最
大
の
敬
意
を
払
う
べ
き
は
、

レ
イ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
〔
大
友
宗
麟
〕
の
功
績
に
対
し
て
か
も
知
れ
な

い
。
有
馬
〔
王
〕
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

昨
年
書
き
送
っ
た
通
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
は
す
で
に
死
亡
し
、

ア

パ

レ

ホ

豊
後
は
現
在
、
其
処
に
司
教
が
駐
錫
す
る
た
め
の
受
入
れ
態
勢
が

レ
イ
ノ

整
っ
て
い
な
い
。
府
内
市
は
豊
後
国
の
中
で
最
も
主
要
〔
な

市
〕
で
あ
る
が
、
そ
の
住
民
は
極
め
て
頑
迷
な
異
教
徒
た
ち
で
あ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
篤
い
情
熱
と
配
慮
を
も
っ
て
豊
後
の
改
宗
が

滅
び
な
い
よ
う
努
め
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
王
を
擁
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
其
処
に
コ
レ
ジ
オ
を
有
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
〔
府
内
〕
市
に
お
い
て
豊
か
な
実
り
を
得
る
こ

史
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と
は
出
来
な
か
っ
た
。
約
八
〇
〇
〇
人
の
住
民
が
い
た
あ
の
〔
府

内
〕
市
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
辛
う
じ
て
五
〇
〇
ま
た
は
六
〇

〇
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
得
る
に
至
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も

そ
の
大
部
分
は
、
こ
れ
ら
の
戦
に
お
い
て
、
殺
戮
・
捕
囚
・
飢

え
・
疫
病
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
（
88
）
。」

一
一

以
上
府
内
コ
レ
ジ
オ
創
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
、
設
立
か
ら

山
口
移
動
ま
で
の
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
努
め
て
史
料
に
即
し
て

記
述
し
て
き
た
が
、
最
後
に
そ
の
�
前
史
�
の
部
分
は
省
き
、
同

コ
レ
ジ
オ
の
活
動
の
基
本
的
な
事
実
の
み
を
摘
記
す
る
。

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
創
設
・
規
模
・
移
動

一
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
が
学
習
す
る
た
め
に
、
府

内
の
カ
ザ
を
コ
レ
ジ
オ
に
改
変
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

当
初
は
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
日
本
人
会
員
の
教
育
に
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

二
、
コ
レ
ジ
オ
開
設
は
、
一
五
八
〇
年
一
〇
月
頃
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
聖
パ
ウ
ロ
・
コ
レ
ジ
オ
と
呼
ば
れ
た
。

三
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
と

っ
て
希
望
に
叶
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
コ
レ
ジ
オ
発
足
当
初

か
ら
移
転
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
府
内
に
設
置
す
る
こ
と
自
体

に
対
す
る
疑
問
は
、
五
に
記
す
通
り
で
あ
る
。

四
、
コ
レ
ジ
オ
の
建
物
は
、
部
屋
一
つ
と
小
部
屋
五
つ
あ
る
だ
け

で
あ
っ
た
。
こ
の
内
新
し
く
増
築
さ
れ
た
の
は
五
つ
の
小
部
屋

で
、
大
部
屋
の
方
は
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
カ
ザ
の
そ
れ
を
利
用

し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

五
、
開
設
さ
れ
て
か
ら
約
四
年
経
過
し
た
一
五
八
四
年
末
頃
の
こ

と
で
あ
る
が
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
と
臼
杵
修
練
院
を
豊
後
か
ら
下

地
域
に
移
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
声
が
、
在
日
イ
エ
ズ
ス
会
士

に
起
こ
っ
て
い
た
。
コ
レ
ジ
オ
・
修
練
院
と
い
っ
た
中
核
機
関

│
│
そ
こ
に
は
相
当
の
人
数
が
居
住
す
る
│
│
は
下
つ
ま
り
長

崎
の
辺
り
の
、
諸
条
件
に
叶
う
土
地
に
設
置
す
る
の
が
よ
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
は
い
え
耳
川
の
戦
に
敗
れ
て
以
後
の
大

友
領
に
、
諸
機
関
を
置
く
こ
と
の
意
義
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
な

ら
、
そ
れ
は
コ
レ
ジ
オ
開
設
時
す
で
に
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

大
友
氏
の
側
の
希
望
も
あ
っ
て
豊
後
の
府
内
に
コ
レ
ジ
オ
を
、

臼
杵
に
修
練
院
を
創
建
し
た
が
、
恐
ら
く
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
内

で
は
当
初
か
ら
、
豊
後
に
そ
れ
ら
を
設
置
す
る
こ
と
を
疑
問
視

す
る
意
見
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
時
の
経
過
と
共
に
、

そ
れ
ら
を
こ
の
ま
ま
豊
後
に
置
く
こ
と
に
対
す
る
フ
ロ
イ
ス
等

の
反
対
意
見
が
、
一
段
と
強
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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六
、
一
五
八
六
年
頃
に
は
大
友
領
内
の
戦
況
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

し
、
そ
の
た
め
大
友
宗
麟
は
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
移
転
を
勧
め
、

イ
エ
ズ
ス
会
に
お
い
て
も
準
管
区
長
を
中
心
に
そ
れ
を
真
剣
に

検
討
し
た
。
秀
吉
の
援
軍
派
遣
に
希
望
を
つ
な
ぐ
向
き
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
宗
麟
は
、
島
津
の
攻
撃
を
受
け
て
自

領
が
窮
地
に
あ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
お
よ

び
臼
杵
修
練
院
を
引
き
払
っ
て
、
主
な
財
を
持
っ
て
他
の
地
の

レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
避
難
す
る
よ
う
要
請
し
、
実
行
に
移
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

七
、
豊
後
を
船
で
脱
出
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
三
三
人
、
同
宿
・

従
僕
を
加
え
、
全
部
で
六
五
人
（
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
拠
る
。

フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
で
は
五
五
人
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

同
宿
・
従
僕
は
三
二
人
（
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
拠
る
。『
日
本

史
』
で
は
二
二
人
）。
豊
後
に
残
留
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー

ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
は
、
一
三
人
で
あ
っ
た
。

出
航
は
一
五
八
六
年
一
二
月
二
三
日
、
寄
港
地
の
下
松
港
で

パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン
の
半
数
が
財
を
持
っ
て
下
船
し
、
陸
路

山
口
に
向
か
っ
た
。

残
り
の
半
数
は
、
そ
の
ま
ま
さ
ら
に
八
日
間
の
航
海
を
続
け

て
下
関
で
下
船
し
、
財
を
そ
こ
に
保
管
し
て
、
矢
張
り
山
口
に

向
か
っ
た
。
府
内
を
発
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
一
同
は
、
山
口
に

集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
口
に
は
、
毛
利
輝
元
か
ら
下
付

さ
れ
た
地
所
も
あ
り
、
か
か
る
事
態
を
予
想
し
、
そ
の
備
え
と

し
て
同
地
駐
在
の
パ
ー
ド
レ
・
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ

が
一
行
の
た
め
に
、
コ
レ
ジ
オ
と
修
練
院
用
に
三
階
建
て
の
建

物
を
建
造
中
で
あ
っ
た
。

山
口
コ
レ
ジ
オ
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士

は
、
四
〇
人
以
上
で
あ
っ
た
。
山
口
コ
レ
ジ
オ
は
、
秀
吉
の
禁

令
（
一
五
八
七
年
七
月
二
四
日
）
に
よ
っ
て
建
物
は
破
壊
さ
れ
、

居
住
者
た
ち
は
追
放
さ
れ
た
。

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
居
住
者

一
、
一
五
八
一
年
九
月
一
五
日
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
二
人

ベ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
（
院
長
）

ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
（
ラ
テ
ン
語
教
師
）

Ｂ
イ
ル
マ
ン
八
人
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
五
人
、
日
本
人
二
人
、

コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

そ
の
内
一
人
は
養
方
軒
パ
ウ
ロ
、
実
務
助
修
士
一
人
）

二
、
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
三
人

Ｂ
イ
ル
マ
ン
一
〇
人

Ｃ
同
宿
と
従
僕
一
七
人
程

史
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三
、
一
五
八
二
年
二
月
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
七
人

ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス

ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス

メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド

ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ

ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ャ
ル

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
デ
ロ
ン

Ｂ
イ
ル
マ
ン
一
〇
人
（
そ
の
内
日
本
人
二
人
、
実
務
助
修
士

一
人
）

ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス

ペ
ド
ロ
・
コ
エ
リ
ョ

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
デ
・
オ
リ
ア

ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
レ
ス

ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

シ
モ
ン
（
日
本
人
）

養
方
軒
パ
ウ
ロ
（
日
本
人
）コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

ソ
ト
ミ
ニ
ス
ト
ロ

マ
ヌ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ
（
実
務
助
修
士
、
厨
房
係
）

四
、
一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
三
人

メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
（
院
長
）

ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
（
哲
学
課
程
の
教
師
）

ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ

Ｂ
イ
ル
マ
ン
一
二
人

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
修
学
生
九
人
（
哲
学
課
程
五
人
、
ラ
テ
ン

語
四
人
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン
二
人
（
マ
テ
ィ
ア
ス
お
よ
び
リ
ア
ン

か
）

実
務
助
修
士
一
人

五
、
一
五
八
三
年
一
一
月
一
五
日
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
三
人

メ
ル
シ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
（
院
長
）

ロ

ジ

カ

メ
ス
ト
レ

ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
（
論
理
学
の
教
師
）

ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
モ
レ
イ
ラ
も
居
住
か

Ｂ
イ
ル
マ
ン
一
二
人

エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ

修
学
生
九
人

ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
（
一
五
八
三
年
一
〇
月
半
ば
か
ら

論
理
学
を
受
講
）

ガ
ス
パ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ン
ス
（
一
五
八
三
年
一
〇
月
半

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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ば
か
ら
論
理
学
を
受
講
）

ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
（
一
五
八
三
年
一
〇
月
半
ば

か
ら
論
理
学
を
受
講
）

ペ
〔
ド
〕
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
（
一
五
八
三
年
一
〇
月
半
ば

か
ら
論
理
学
を
受
講
）

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
一
五
八
三
年
一
〇
月
半
ば

か
ら
論
理
学
を
受
講
）

マ
ノ
エ
ル
・
ボ
ラ
リ
ョ
（
ラ
テ
ン
語
を
学
習
、
一
年
余

グ
ラ
マ
テ
ィ
カ

文
法
受
講
済
み
、
厨
房
係
兼
務
）

ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
コ
レ
ア
（
ラ
テ
ン
語
を
学
習
、
一
年
余

文
法
受
講
済
み
）

シ
マ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
（
ラ
テ
ン
語
を
学
習
、
初

心
者
）

ア
ン
ド
レ
・
ド
リ
ア
（
ラ
テ
ン
語
を
学
習
、
初
心
者
）

日
本
人
イ
ル
マ
ン
二
人

プ
レ
ガ
ド
ル

マ
テ
ィ
ア
ス
（
説
教
者
）

リ
ア
ン
（
説
教
者
）

実
務
助
修
士
一
人

ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ノ

六
、
一
五
八
四
年
一
月
二
日
現
在
の
居
住
者

院
長
お
よ
び
パ
ー
ド
レ
二
人

七
、
一
五
八
六
年
九
月
〜
一
〇
月
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
四
人

ス
ペ
リ
オ
ル

ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
（
豊
後
の
全
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
上
長
、

エ
ク
レ
シ
ア
ス

諸
教
会
を
巡
回
）

レ
ク
ト
ル

テ
オ
ロ
ジ
ア

レ
ク
ト
ル

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
デ
ロ
ン
（
院
長
、
神
学
の
講
師
、

諸
教
会
を
巡
回
）

ミ
ニ
ス
テ
ル

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
〔
・
ジ
ラ
ン
〕（
副
院
長
、
諸

教
会
を
巡
回
）

フ
ル
ヴ
ィ
オ
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
（
諸
教
会
を
巡
回
）

Ｂ
イ
ル
マ
ン
一
六
人

外
国
人
修
学
生
一
二
人

テ
オ
ロ
ジ
ア

ア
ウ
デ
ィ
ト
ル

ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
（
神
学
を
受

講
）

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
〔
・
ツ
ズ
〕（
神
学
を
受
講
）

ペ
ド
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
（
神
学
を
受
講
）

ア
マ
ド
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
（
神
学
を
受
講
）

ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
コ
レ
ア
（
神
学
を
受
講
）

グ
ラ
マ
テ
ィ
カ

ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
（
文
法
を
学
習
）

ア
ン
ド
レ
・
ド
リ
ア
（
文
法
を
学
習
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ド
リ
ア
（
文
法
を
学
習
）

ガ
ス
パ
ル
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
（
文
法
を
学
習
）

ジ
ョ
ア
ン
・
ゴ
メ
ス
（
文
法
を
学
習
）

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

三
六
（
三
九
〇
）



フ
ェ
リ
ペ
・
ゴ
メ
ス
（
文
法
を
学
習
）

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ョ
（
文
法
を
学
習
）

日
本
人
三
人

シ
モ
ン
（
大
村
出
身
日
本
人
、
文
法
を
学
習
、
説
教

者
）

ペ
ド
ロ
〔
・
チ
ク
ア
ン
〕（
口
之
津
出
身
日
本
人
、
文

法
を
学
習
、
説
教
者
）

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ト
レ
ス
（
パ
ー
ド
レ
・
ペ
ド
ロ
・
ゴ

ソ
シ
ウ
ス

メ
ス
の
同
伴
者
、
日
本
人
説
教
者
）

実
務
助
修
士
一
人

コ

ア

ジ

ュ

ト

ル

ス
ブ
ミ
ニ
ス
テ
ル

バ
ル
タ
ザ
ル
・
コ
レ
ア
（
実
務
助
修
士
、
厨
房
係
）

八
、
一
五
八
六
年
一
一
月
末
現
在
の
居
住
者

Ａ
パ
ー
ド
レ
三
人

Ｂ
イ
ル
マ
ン
一
五
人

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
・
教
師

一
、
一
五
八
一
年
九
月
一
五
日
現
在

ラ
テ
ン
語
の
授
業
、
教
師
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ

日
本
語
の
授
業
、
教
師
は
養
方
軒
パ
ウ
ロ
か

二
、
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
現
在

古
典
学
（
つ
ま
り
ラ
テ
ン
語
上
級
）
の
授
業
、
お
よ
び
日
本
語

の
授
業

レ
ト
リ
カ

一
五
八
二
年
に
は
、
修
辞
学
（
古
典
学
の
一
環
か
）
の
授
業
が

始
ま
る
予
定

日
本
語
の
授
業
、
教
師
は
養
方
軒
パ
ウ
ロ
か

三
、
一
五
八
三
年
一
一
月
現
在

教
養
科
目
（
論
理
学
と
も
、
つ
ま
り
哲
学
）
開
講
、
巡
察
師
と

準
管
区
長
の
指
示
に
拠
る
。
教
師
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ

ス
テ
ィ
ノ
（
彼
は
そ
れ
に
造
詣
が
深
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

布
教
・
司
牧
の
代
り
に
論
理
学
を
講
義
。
論
理
学
を
要
綱
風

に
要
約
し
て
講
じ
る
も
の
で
、
今
後
の
講
義
に
は
危
惧
）、

五
人
の
イ
ル
マ
ン
が
受
講
（
日
本
人
含
ま
ず
）

ラ
テ
ン
語
、
教
師
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
か

日
本
語
、
教
師
は
養
方
軒
パ
ウ
ロ
と
ミ
ゲ
ル
の
、
二
人
の
日
本

人
イ
ル
マ
ン
か

四
、
一
五
八
四
年
一
月
二
日
現
在

教
養
科
目
（
つ
ま
り
哲
学
）
の
授
業
開
講
、
五
、
六
人
の
イ
ル

マ
ン
が
受
講

古
典
学
（
つ
ま
り
ラ
テ
ン
語
上
級
）、
そ
の
他
の
イ
ル
マ
ン
た

ち
が
受
講

五
、
一
五
八
四
年
一
二
月
二
〇
日
現
在

哲
学
、
毎
日
二
時
間
授
業
、
教
師
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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テ
ィ
ノ
、
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ

ノ
が
古
典
学
を
教
授
し
た

修
学
生
五
人
が
受
講

古
典
学
、
毎
日
一
時
間

文
法
（
つ
ま
り
ラ
テ
ン
語
初

級
）、
毎
日
一
時
間
、
臼

杵
修
練
院
で
修
練
期
を
終

え
た
日
本
人
イ
ル
マ
ン
四

〜
五
人
が
受
講

六
、
一
五
八
五
年
八
月
二
〇
日

現
在

哲
学
（
一
五
八
三
年
末
〜
八

四
年
初
開
講
）
が
終
了
。

受
講
し
て
き
た
修
学
生
た

ち
は
、
引
き
続
き
神
学
の

授
業
を
受
講
、
つ
ま
り
、

毎
日
二
時
間
程
度
、
一
年

数
か
月
間
で
哲
学
の
授
業

が
終
了

七
、
一
五
八
五
年
四
旬
節
後

（
つ
ま
り
復
活
祭
後
）、
神
学

ラ
テ
ン
語

哲
学

神
学

日
本
語

一
五
八
〇
年
十
月
〜
十
一
月

開
講

一
五
八
一
年
九
月
一
五
日

教
師

生
徒

一
人

有

一
人

一
五
八
二
年
二
月
一
五
日

教
師

生
徒

有
（
古
典
学
・
修
辞
学
予
定
）

有

一
人

一
五
八
三
年
十
一
月

教
師

生
徒

一
人

四
人

開
講

一
人

五
人

一
五
八
四
年
一
月
二
日

教
師

生
徒

有
（
古
典
学
）

有

有五
〜
六
人

一
五
八
四
年
十
二
月
二
十
日

教
師

生
徒

古
典
学
（
毎
日
一
時
間
）

文
法
（
毎
日
一
時
間
）

一
人
（
毎
日
二
時
間
）

五
人

一
五
八
五
年
、
復
活
祭
後

教
師

生
徒

神
学

開
講

秘
跡

開
講

一
五
八
五
年
八
月
二
十
日

教
師

生
徒

日
本
人
イ
ル
マ
ン
四
〜
五
人

一
年
半
余
続
い
た

授
業
終
了

一
五
八
五
年
十
月
三
十
日

教
師

生
徒

中
断

中
断

一
五
八
六
年
九
月
〜
十
月

教
師

生
徒

古
典
学
・
文
法

九
人

一
人

五
人

一
五
八
六
年
十
一
月
末

教
師

生
徒

古
典
学
、
文
法

古
典
学
八
人

文
法
四
人
以
上

有ポ
ル
ト
ガ
ル
人

イ
ル
マ
ン
五
人

史

学
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の
二
授
業
が
開
講
、
一
つ
は
神
学
、
教
師
は
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
。

今
一
つ
は
秘
跡
に
つ
い
て
、
教
師
は
ア
ン
ト
ニ
ノ
・
プ
レ
ネ
ス

テ
ィ
ノ

八
、
一
五
八
五
年
一
〇
月
三
〇
日
現
在

神
学
（
一
五
八
五
年
復
活
祭
後
に
開
講
）
お
よ
び
ラ
テ
ン
語
の

授
業
が
中
断

九
、
一
五
八
六
年
九
月
〜
一
〇
月
現
在

神
学
（
再
開
時
不
詳
）、
教
師
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
デ
ロ

ン

一
〇
、
一
五
八
六
年
一
一
月
末
現
在

古
典
学
、
イ
ル
マ
ン
八
人
（
日
本
人
を
含
む
）
が
受
講

神
学
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
五
人
が
、
哲
学
を
終
え
て
二

年
前
か
ら
受
講

ラ
テ
ン
語
、
受
講
者
の
内
三
人
は
日
本
人

一
一
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
教
育
機
関
と
し
て
の
活
動
の
成
果
を
総

括
す
る
と
、
日
本
人
の
受
講
者
は
修
練
院
の
イ
ル
マ
ン
四
〜
五

人
が
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
た
だ
け
で
、
そ
の
先
に
進
ん
で
哲

学
・
神
学
を
受
講
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
実

態
に
即
し
て
言
う
な
ら
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
目
的
は
当
初
の
意

図
と
は
違
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
修
学
生
（
つ
ま
り
イ
ル
マ
ン
）
の

教
育
に
あ
り
、
彼
ら
は
内
実
は
と
に
か
く
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
始

っ
て
哲
学
を
経
て
神
学
ま
で
受
講
し
た
。

右
に
記
し
た
コ
レ
ジ
オ
の
授
業
の
状
況
の
み
を
表
示
す
る
（
前

頁
）。府

内
コ
レ
ジ
オ
が
関
わ
る
教
科
書
・
著
作

一
、
一
五
八
二
年
二
月
一
五
日
現
在
、
養
方
軒
パ
ウ
ロ
の
協
力
な

ど
あ
っ
て
、
日
本
語
の
文
法
書

お
そ
ら
く
は
い
ず
れ
一
五
九
五
年
天
草
版
拉
葡
日
辞
典
に
な

る
べ
き
準
備
段
階
の
辞
書

お
そ
ら
く
は
い
ず
れ
一
五
八
六
年
リ
ス
ボ
ン
刊
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
の
カ
テ
キ
ス
ム
ス
に
な
る
べ
き
準
備
段
階
の
論
著

お
そ
ら
く
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
』
等
の
準
備
段

階
の
聖
人
伝
・
信
仰
書
が
作
ら
れ
た
。

二
、
一
五
八
三
年
一
一
月
一
二
日
現
在
、
教
養
科
目
す
な
わ
ち
哲

学
の
テ
キ
ス
ト
は
、
パ
ー
ド
レ
・
ト
レ
ド
の
著
作
を
要
約
し
て

使
用
す
る
予
定
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ト
レ
ド
の
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
彼
の
ど
の
著
作
か
不
明
で
あ
る
。

三
、
一
五
八
四
年
一
二
月
二
〇
日
現
在
、
哲
学
・
神
学
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
は
、
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
書
名
・
著
者
名
は
見
え

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）
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ず
、
幾
つ
か
の
著
作
に
よ
る
要
綱
と
の
み
記
述
、
そ
の
テ
キ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
教
師
・
修
学
生
と
も
に
不
満
が
あ
っ
た
。

ゴ
メ
ス
が
、
神
学
の
或
る
論
題
の
要
綱
の
作
成
に
着
手
、
し

か
し
支
障
が
あ
っ
て
進
行
は
遅
滞
し
て
い
た
。

府
内
コ
レ
ジ
オ
の
財
源
・
経
費

一
、
コ
レ
ジ
オ
運
営
の
た
め
の
基
金
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
マ
ラ
ッ
カ
税
関
収
入
か
ら
年
一
〇
〇
〇
ド

ゥ
カ
ド
を
永
久
に
給
与
し
た
。
お
そ
ら
く
一
五
八
一
年
に
、
受

領
が
始
ま
っ
た
。

二
、
同
国
国
王
エ
ン
リ
ケ
が
、
年
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
定
収
入

を
五
年
間
追
加
支
給
し
た
。
続
く
フ
ィ
リ
ペ
一
世
が
、
こ
の
一

〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の
給
与
を
さ
ら
に
五
年
間
延
長
し
た
。
し
か

し
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
基
金
は
、
最
初
の
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の

み
で
あ
っ
た
。

三
、
教
皇
が
一
五
八
三
年
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
年
四
〇
〇
〇
ド
ゥ

カ
ド
を
給
与
し
た
の
で
、
国
王
給
付
の
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
に

替
わ
っ
て
こ
の
教
皇
給
付
金
の
中
か
ら
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の

判
断
に
よ
る
金
額
を
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
振
り
向
け
る
よ
う
総
長

が
命
じ
た
。

四
、
し
か
し
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
限
る
な
ら
ば
、
結
局
最
後
ま
で

そ
の
基
金
は
マ
ラ
ッ
カ
で
の
国
王
給
付
一
〇
〇
〇
ク
ル
ザ
ド
の

み
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
も
っ
と
も
そ
の
一
〇
〇
〇
ク
ル

ザ
ド
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
基
金
付
き
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
を

設
立
す
る
、
あ
る
い
は
設
立
を
認
可
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
多
分
に
建
前
が
優
先
し
た
話
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
こ
の
基
金
が
常
に
全
額
、
同
コ
レ

ジ
オ
の
み
に
消
費
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

五
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
経
費
は
、
一
五
八
二
年
に
は
年
一
〇
〇
〇

ド
ゥ
カ
ド
計
上
さ
れ
た
。

六
、
一
五
八
三
年
の
史
料
に
拠
る
と
、
同
コ
レ
ジ
オ
に
経
費
と
し

て
毎
年
四
五
〇
タ
エ
ル
渡
さ
れ
た
。
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pañía

de
Jesús,

IV
,

R
om

a-
M

adrid,pp.3807,3808.

（
１２
）

C
arlos

Som
m

ervogel,
B

ibliothèque
de

la
C

om
pagnie

de
Jésus,V

III,1898,pp.64

�82.

（
１３
）
拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と
諸
相
』
五
一
二
〜
五
三
七

頁
。

（
１４
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p,1307.

（
１５
）

B
iblioteca

da
A

juda,49−V
−11,ff.120v.,121.

（
１６
）

Pierre
H

um
bertclaude

,
“R

echerches
sur

deux
C

ata-
logues

de
M

acao

（1616
&

1632

）”,B
iblioteca

N
ipónica,III,

Sociedade
Luso-N

ipónica,
T

oquio,
1942,

pp.
46,

53,
55.

な

お
、
こ
れ
ら
三
点
の
著
作
│
│H

um
bertclaude

の
論
考
の
通
し

番
号
（
95
）（
１２３
）（
１３１
）
の
書
籍
│
│
は
、Som

m
ervogel

に
拠

る
と
、
ト
レ
ド
の
著
作
リ
ス
ト
の（
7
）（
8
）（
10
）で
あ
る
。

（
１７
）

C
harles

E
.

O
’N

eill
&

Joaquín
M

. a
D

om
ínguez,

op.
cit.,

I,
p.

353.
Schütte,

M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,

I,
p

.
1257.

（
１８
）
こ
の
ヌ
ネ
ス
・
バ
レ
ト
日
本
携
行
書
籍
目
録
に
は
、
ヴ
ィ
レ
ラ
、

フ
ロ
イ
ス
、
ゴ
イ
ス
携
行
書
籍
の
目
録
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
そ
の
頃
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
に
齎
し
た
、
す
べ
て
の
書
物
を

一
覧
に
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。Ioseph

W
icki,D

ocu-
m

enta
Indica,

III,
R

om
ae,

1954,
pp.

201

�205.

東
京
大
学
史

料
編
纂
所
『
日
本
関
係
海
外
史
料
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集
』
訳

文
編
之
二
（
上
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
二
六
〇

〜
二
六
九
頁
。

（
１９
）

Jesús
López

G
ay

,“
La

Prim
era

B
iblioteca

de
los

Jesuítas
en

elJapón

（1556

）Su
contenido

y
su

influencia”,
M

onum
enta

N
ipponica,

X
V

,
1959

�60,
Sophia

U
niversity,

pp.350

�379.

（
２０
）
大
友
義
統
。
小
論
（
上
）
二
三
頁
。

（
２１
）
原
語
はlaa

（f.182

）.

イ
エ
ズ
ス
会
本
部
、
あ
る
い
は
本
部
の

あ
る
ロ
ー
マ
を
指
す
。
書
簡
の
差
出
人
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
、
巡
察

師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
少
年
使
節
に
同
行
し
て
ロ
ー
マ
に
ま
で
行

く
も
の
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
２２
）

M
athias.

「
一
五
八
一
年
一
二
月
二
〇
日
日
本
に
存
在
す
る
イ

エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ジ
オ
と
カ
ザ
、
お
よ
び
パ
ー
ド
レ
・
イ
ル
マ
ン

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

四
一
（
三
九
五
）



ロ

ル

の
名
簿
」
と
題
す
る
史
料
に
は
、
府
内
の
聖
パ
ウ
ロ
・
コ
レ
ジ
オ

カ
ザ
・
デ
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

居
住
者
に
はM

athias

の
名
は
見
え
ず
、
由
布
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

の
居
住
者
と
し
て
、「
イ
ル
マ
ン
・
マ
テ
ィ
ア
ス
、
日
本
人
、
説
教

者
」Ir.M

athias,Japão,pregador.

と
記
さ
れ
て
い
る
。

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.124.

（
２３
）

Lião.
同
右
名
簿
に
は
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
に
はLião

の

カ
ザ
・
デ
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

名
は
見
え
ず
、
野
津
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
居
住
者
と
し
て
、「
イ
ル

マ
ン
・
フ
ァ
ン
カ
・
リ
ア
ン
、
日
本
人
、
説
教
者
」Ir.Fanca
Lião,

Japão
pregador.

と
記
さ
れ
て
い
る
。

Ibid.,p.124.

（
２４
）

M
anoelB

orralho.

小
論
（
上
）
註（
１１７
）に
記
し
た
通
り
、
同

ソ
ト
ミ
ニ
ス
ト
ロ

右
名
簿
に
は
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
に
、
厨
房
係
と
し
て
彼
の

名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.124.

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

（
２５
）

G
eronim

o
C

orrea.

同
右
名
簿
に
、
府�

内�

の
修

練

院

居

ノ
ヴ
ィ
ソ

住
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
練
者
と
し
て
、Ir.Jerónym

o
C

orrea

の

名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.123.

（
２６
）

Sim
ão

G
onçalvez.

同
右
名
簿
に
、
府�

内�

修
練
院
居
住
の
ポ
ル

ノ
ヴ
ィ
ソ

ト
ガ
ル
人
修
練
者
と
し
て
、Ir.Sim

ão
G

onçálvez

の
名
が
見
え

る
。

Ibid.,I,p.123.

（
２７
）

A
m

dre
D

oria.

同
右
名
簿
に
、
同
じ
く
府�

内�

修
練
院
居
住
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
イ
ル
マ
ン
と
し
て
、Ir.A

ndré
D

ória

の
名
が
見
え

ノ
ヴ
ィ
ソ

る
（
修
練
者
で
は
な
く
、
イ
ル
マ
ン
と
し
て
）。

Ibid.,I,p.123.

カ
ザ
・
デ
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

（
２８
）

G
onçalo

R
abello.

同
右
名
簿
に
、
由
布
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
居

住
者
と
し
て
、P. e

G
onçalo

R
abello

の
名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.124.

カ
ザ
・
デ
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ア

（
２９
）

Johão
B

aptista.

同
右
名
簿
に
、
野
津
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
居
住

者
と
し
て
、P. e

João
B

autista

の
名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.124.

（
３０
）
大
友
宗
麟
が
居
住
す
る
村
と
は
津
久
見
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
パ

ー
ド
レ
一
人
と
イ
ル
マ
ン
一
人
が
滞
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
一
五
八
四
年
一
月
二
日
付
け
フ
ロ
イ
ス
記
述
に
な
る
、
一
五

八
三
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
に
記
載
が
見
え
る
。
次
の
通
り
で
あ

る
。「

彼
〔
王
宗
麟
〕
は
（
す
で
に
わ
れ
わ
れ
が
貴
地
に
書
き
送
っ
た

ア
ウ

ク

ミ

よ
う
に
）
臼
杵
か
ら
三
レ
グ
ワ
の
津
久
見
と
称
す
る
所
に
居
住
し

て
い
る
。
彼
は
こ
の
度
其
処
に
、
何
軒
か
の
立
派
な
家
を
自
分
の

オ
ラ
ト
リ
オ

た
め
に
建
て
、
そ
の
邸
内
に
、
ミ
サ
に
与
る
た
め
美
し
い
礼
拝
堂

カ

ペ

ラ

ま
た
は
小
聖
堂
を
作
っ
た
。〔
王
が
〕
彼
の
老
後
の
休
息
所
と
し
て
、

プ
リ
ン
シ
ペ

彼
が
居
住
し
て
い
る
そ
の
地
域
を
嫡
子
〔
義
統
〕
か
ら
譲
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
、
彼
〔
嫡
子
〕
が
昨
年
、
其
処
を
彼

〔
王
〕
に
与
え
た
。〔
王
は
〕
同
地
を
所
有
し
た
翌
日
直
ち
に
、
そ

モ
エ
ス
テ
イ
ロ
ス

パ
ゴ
デ
ス

の
地
域
に
あ
る
三
つ
の
寺
院
に
あ
る
す
べ
て
の
仏
像
（
補
註
１
）
を

破
壊
さ
せ
よ
う
と
、
イ
ル
マ
ン
二
人
を
呼
び
に
や
り
、
イ
ル
マ
ン

た
ち
に
対
し
、
そ
れ
ら
を
一
つ
残
ら
ず
焼
き
払
う
よ
う
依
頼
し
た
。

そ
し
て
そ
の
通
り
実
行
さ
れ
た
。〔
中
略
〕

そ
の
地
は
平
穏
な
の
で
、
現
在
パ
ー
ド
レ
一
人
と
イ
ル
マ
ン
一

モ
エ
ス
テ
イ
リ
ニ
ョ

レ
イ
ノ

ボ

ン

ゾ

ス

人
が
駐
在
す
る
前
述
の
こ
の
小
寺
院
に
は
、
豊
後
国
の
仏
僧
た
ち

が
一
つ
の
木
箱
を
宝
物
と
し
て
密
蔵
し
て
い
た
、
云
々
。（
補
註
２
）」

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

四
二
（
三
九
六
）



（
補
註
１
）

pagode

の
語
は
、
東
イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
い
て
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
寺
院
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
広

義
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
・
仏
教
の
寺
院
や

諸
々
の
異
教
の
偶
像
を
意
味
し
た
と
い
う
。
拙
訳
『
大
航
海
時

代
の
日
本
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
七
二
〜
七
四
頁
。

（
補
註
２
）

Jap.Sin.45−I,f.
67v.

Segunda
parte

das
cartas

de
Iapão

que
escreuerão

os
padres,&

irm
ãos

da
C

om
-

panhia
de

Iesus,É
vora,1598,reprint,M

aia,1997,f.97v.

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』

Ⅲ
、
六
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
、
一
九
四
頁
。
村
上
直

次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
上
、
雄

松
堂
書
店
、
一
九
六
九
年
、
二
五
六
頁
。

（
３１
）

M
iguelSoarez.

註（
２２
）に
記
し
た
名
簿
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ

エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ

居
住
者
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
学
生
と
し
て
、Ir.M

iguelSoares

の
名
が
見
え
る
。

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.124.

カ
ザ
・
デ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
サ
ン

（
３２
）

G
aspar

M
artins.

同
右
名
簿
に
、
府�

内�

の
修

練

院

居
住

メ
ス
ト
レ

コ
ン
パ
ニ
ェ
イ
ロ

者
の
、
教
師
の
同
伴
者
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
し
て
、Ir.G

aspar
M

ar-
tins

の
名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.123.

（
３３
）

A
m

ador
de

G
ois.

同
右
名
簿
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
の

エ
ス
ト
ゥ
ダ
ン
テ

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
学
生
と
し
て
、Ir.A

m
ador

de
G

óis

の
名
が

見
え
る
。

Ibid.,I,p.124.

（
３４
）

Pero
C

oelho.

同
右
名
簿
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
修
学
生
と
し
て
、Ir.Pedro

C
oelho

の
名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.124.

（
３５
）

Johão
R

odriguez.

同
右
名
簿
に
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
居
住
者
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
学
生
と
し
て
、Ir.João

R
odríguez

の
名
が
見

え
る
。

Ibid.,I,p.124.

レ
イ
ト
ル

（
３６
）

Pero
R

em
ão.

同
右
名
簿
に
、府�

内�

の
修
練
院
居
住
者
の
、院
長

ノ

ヴ

ィ

ソ

ス

メ
ス
ト
レ

兼
修
練
者
た
ち
の
教
師
と
し
て
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ャ
人P. e

Pedro
R

em
ão

の
名
が
見
え
る
。

Ibid.,I,p.123.

（
３７
）

G
erardino.

同
右
名
簿
に
は
、
こ
の
イ
ル
マ
ン
の
名
は
見
え
な

い
。
し
か
し
、
一
五
八
三
年
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
の
パ
ー
ド

コ
ア
ジ
ュ
ト
ル
・
テ
ン
ポ
ラ
ル

レ
・
イ
ル
マ
ン
の
名
簿
に
は
、
実
務
助
修
士
の
一
人
と
し
てIr.

Jerardino

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ibid.,I,pp.123

�127,179.

（
３８
）
下
線
箇
所
の
原
語
はler

a
m

ea.

論
理
学
を
半
分
ま
で
講
義
す

る
、
と
い
う
意
味
か
。

（
３９
）
下
線
箇
所
の
原
文
はa

logica
se

le
por

m
ão

de
sum

ula
e

abrevidam
ente.

と
読
め
る
。

（
４０
）

padre
Laguna.Francisco

de
Laguna

の
こ
と
で
あ
る
。
ス

ペ
イ
ン
人
、
一
五
七
〇
年
一
二
月
イ
エ
ズ
ス
会
入
会
、
七
四
年
イ

ン
デ
ィ
ア
に
向
け
て
発
ち
、
七
六
年
イ
ン
デ
ィ
ア
を
発
ち
、
七
七

年
来
日
、
七
九
年
司
祭
叙
階
を
受
け
る
た
め
に
マ
カ
オ
に
行
き
、

八
〇
年
半
ば
に
司
祭
に
な
っ
て
日
本
に
戻
っ
た
。
主
に
豊
後
で
活

動
し
た
。

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.1210.

（
４１
）

Jap.Sin.9−II,f.182,182v.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

四
三
（
三
九
七
）



（
４２
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.109.

（
４３
）

Luís
Fróis,

H
istoria

de
Japam

,
José

W
icki

ed.,
III,

Lis-
boa,1982,p.173.

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本

史
』
７
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
三
三
〇
頁
。

（
４４
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.124.

（
４５
）

Ibid.,I,pp.154,155.

（
４６
）

Ibid.,I,p.178.

（
４７
）

Ibid.,I,p.205.

（
４８
）

Jap.Sin.51,f.20.

（
４９
）

Schütte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.204.C

.
R

.
B

oxer,T
he

G
reat

Ship
from

A
m

acon,Lisboa,
1959,

pp.
49,

50.

な
お
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
著
『
日

本
史
』
に
も
記
載
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
八
四
年
フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド
が
上
京
し
て
曲
直
瀬
道
三
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
、
彼
が

治
療
を
受
け
て
い
た
頃
に
、
道
三
が
パ
ー
ド
レ
・
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ

ノ
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

Fróis,op.cit.,IV
,1983,pp.196,198,199,201.
松
田
・
川

崎
訳
、
前
掲
書
、
５
、
一
九
七
八
年
、
一
七
九
・
一
八
三
・
一
八

五
・
一
八
七
頁
、
９
、
一
九
七
九
年
、
一
七
四
・
一
七
五
頁
に
フ

ィ
ゲ
イ
レ
ド
の
略
伝
。

（
５０
）

R
ector

et
lector

theologiae.
Schütte,M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,I,p.207.

（
５１
）

Jap.Sin.45−I,f.68v.

（
５２
）

Segunda
parte

das
cartas,

É
vora,

1598,
reprint,

f.
98.

（
但
し
、
こ
の
辺
り
葉
数
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
）。
松
田
毅
一
監
訳
、

前
掲
書
、
Ⅲ
、
六
、
一
九
六
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編

輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
上
、
二
五
八
頁
。

（
５３
）

Segunda
parte

das
cartas,

É
vora,

1598,
reprint,

125v.

松
田
毅
一
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、
六
、
二
九
二
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、

柳
谷
武
夫
編
輯
、
同
右
、
下
、
一
九
六
九
年
、
一
〇
四
頁
。

（
５４
）

Jap.Sin.9−II,ff.330v.,331.

（
５５
）

Schüttte,
Introductio

ad
H

istoriam
Societatis

Jesu
in

Japonia
1549

�1650,
pp.

1004,
1005.

Schüttte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,I,pp.259,1293,1294.

（
５６
）

Juan
C

risóstom
o

Javelli

（C
risostom

o
G

iavèlli
;C

hry-
sostom

e
de

C
asale

）
の
こ
と
か
。
一
四
七
〇
年
頃
生
ま
れ
の
イ

タ
リ
ア
人
ド
ミ
ニ
コ
会
士
、
一
四
八
八
年
ミ
ラ
ノ
の
サ
ン
タ
・
マ

リ
ア
・
デ
・
ラ
ス
・
グ
ラ
シ
ア
ス
修
道
院
所
属
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

アLom
bardìa

管
区
長
、
ボ
ロ
ニ
ャB

ológna

大
学
教
授
等
を
務

め
た
が
、
後
に
現
職
か
ら
身
を
引
い
て
、
哲
学
・
神
学
の
著
述
に

専
念
し
た
。
そ
の
著
作
は
多
数
に
上
る
。C

om
pendium

云
々
と

題
す
る
著
作
も
あ
る
が
、
果
し
て
本
ア
ン
ト
ニ
ノ
書
簡
に
見
え
る

Javello

の
要
綱
と
は
そ
れ
を
指
す
と
推
定
し
て
よ
い
も
の
か
、
疑

念
も
残
る
。

な
お
、
註（
１８
）お
よ
び
左
の
註（
５７
）に
記
し
た
メ
ル
シ
オ
ル
・

ヌ
ネ
ス
・
バ
レ
ト
将
来
書
籍
目
録
、
註（
13
）お
よ
び
註（
５７
）の（
補

註
２
）に
記
し
た
マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
蔵
書
目
録
、
註（
15
）お
よ
び

註（
５７
）の（
補
註
３
）に
記
し
た
司
教
ヴ
ァ
レ
ン
テ
蔵
書
目
録
に
は
、

Javelli

の
著
作
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

D
ictionnaire

de
T

héologie
C

atholique
,

V
III

�1,
Paris,

1947,
pp

.
535

�537.
E

nciclopedia
V

niversal
Ilvstrada

,

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

四
四
（
三
九
八
）



X
X

V
III

（II

）,pp.
2611,

2612.
La

Piccola
T

reccani,
D

izion-
ario

E
nciclopedico,V

,R
om

a,p.712.
（
５７
）

Francisco
T

itelm
an

（François
T

itelm
ans

）
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
一
五
〇
二
年
ベ
ル
ギ
ー
、
リ
ン
ブ
ル
ク
の
ハ
ッ
セ
ル
ト

H
sselt

（Lim
burg

）
で
生
ま
れ
、
同
国
ル
ー
ヴ
ァ
ンLouvain

で

学
び
、
と
く
に
古
典
語
に
関
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。
一
五
二
三
年

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
原
会
則
派O

bservantes

に
入
会
し
た
が
、
一

五
二
五
年
に
は
カ
プ
チ
ン
会C

apuchinos

に
移
っ
た
。
同
会
の

上
長
た
ち
は
直
ぐ
に
、
哲
学
と
神
学
の
学
問
を
彼
に
課
し
た
。
ル

ー
ヴ
ァ
ン
で
講
義
を
し
た
。
ハ
ッ
セ
ル
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
院
長

を
務
め
た
。
一
五
三
五
年
頃
ロ
ー
マ
に
行
き
、
ミ
ラ
ノ
で
神
学
を

講
じ
る
職
を
与
え
ら
れ
た
が
辞
退
し
、
救
貧
活
動
に
従
事
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
彼
は
ロ
ー
マ
管
区
長m
inistre

provincial

に
任

じ
ら
れ
、
一
五
三
七
年
九
月
一
二
日
死
亡
し
た
。

多
数
に
上
る
彼
の
著
作
は
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
で
教
職
に
あ
っ
た
時

に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
信
仰
書
一
冊
以
外
す
べ
て
ラ
テ
ン

語
で
書
か
れ
た
。
こ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
著
作
は
、
哲
学
・
聖
書

解
釈
学
・
修
徳
神
学teologia

ascetica

・
歴
史
の
四
つ
に
分
類
出

来
る
。
彼
の
聖
書
解
釈
は
、
エ
ラ
ス
ム
ス
に
異
を
立
て
る
も
の
で

あ
っ
た
。

註（
１８
）に
記
し
た
パ
ー
ド
レ
・
ヌ
ネ
ス
・
バ
レ
ト
日
本
将
来
書

籍
目
録
に
は
、
テ
ィ
テ
ル
マ
ノ
の
著
作
が
三
点
見
え
る
。

一
、T

italm
ano

super
C

a

〔n

〕tica.

二
、C

om
entario

super
E

clesiastes.

三
、Philosophia

de
T

italm
ano.

の
三
点
で
あ
る
。
翻
刻
本

（
ヴ
ィ
ッ
キ
編
）
に
は
、

一
はC
om

m
entarii

in
cantica

canticorum
Salom

onis
,

A
ntverpiae,1536.

二
はC

om
m

entarii
in

E
cclesiasten

Salom
onis,

A
ntver-

piae,1536.

三
はC

om
pendium

philosophiae
naturalis,libriX

II,Lug-
duni,1545.

を
指
す
旨
の
註
記
が
あ
る
。

ま
た
右
の
目
録
に
併
記
さ
れ
た
パ
ー
ド
レ
・
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ

レ
ラ
将
来
書
籍
目
録
に
も
、
テ
ィ
テ
ル
マ
ノ
の
著
作
が
一
点
見
え

る
。
す
な
わ
ち
、

Sum
m

a
M

isteriorum
Fidei.

で
あ
る
。
翻
刻
本
に
は
、

Sum
m

a
m

ysteriorum
christianae

fidei,
A

ntverpiae,
1532.

を
指
す
旨
の
註
記
が
あ
る（
補
註
１
）。

マ
カ
オ
・
コ
レ
ジ
オ
の
蔵
書
目
録
（
一
六
一
六
年
）（
補
註
２
）お

よ
び
日
本
司
教
デ
ィ
オ
ゴ
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
の
蔵
書
目
録
（
一
六
三

三
年
一
〇
月
二
八
日
）（
補
註
３
）に
は
、
彼
の
著
書
は
見
え
な
い
。

（
補
註
１
）

D
ocum

enta
Indica,

III,
Ioseph

W
icki

ed
.,

R
o-

m
ae,1954,pp.202

�204.

『
日
本
関
係
海
外
史
料
イ
エ
ズ
ス

会
日
本
書
翰
集
』
訳
文
編
之
二
（
上
）、
二
六
二
・
二
六
三
・

二
六
五
・
二
六
六
頁
。

（
補
註
２
）

H
um

bertclaude
,

“R
echerches

sur
deux

cata-
logues

de
M

acao

（1616
&

1632

）”,
pp.

6

�23.
H

um
bert-

claude,
“Supplém

ents
aux

“R
echerches

sur
deux

C
ata-

logues
de

M
acao”

（1616

�1632

）”,
M

onum
enta

N
ippon-

ica,V
I,pp.435

�438.

拙
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と

諸
相
』
五
一
二
頁
〜
五
三
七
頁
。

（
補
註
３
）

H
um

bertclaude
,

“R
echerches

”,
pp

.
24

�83.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

四
五
（
三
九
九
）



H
um

bertclaude,“Supplém
ents”,pp.438

�444.

な
お
本
ア
ン
ト
ニ
ノ
書
簡
に
見
え
る
テ
ィ
テ
ル
マ
ノ
の
要
綱
は
、

右
に
記
し
た
ヌ
ネ
ス
・
バ
レ
ト
将
来
書
籍
目
録
中
の
、
テ
ィ
テ
ル

マ
ノ
の
著
作
の
三
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
確
言
は
出
来
な
い
。

D
ictionnaire

de
T

héologie
C

atholique,
X

V

�1,
1946,

pp.
1144

�1146.
E

nciclopedia
C

attolica,
X

II,
C

ittà
del

V
aticano,

p.145.E
nciclopedia

V
niversal

Ilvstrada,
LX

II,
p.

133.
J.

L.
G

ay,“La
Prim

era
B

iblioteca
de

los
Jesuítas

en
el

Japón

（1556

）”,pp.149,150,156,160.

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
オ

（
５８
）
こ
こ
に
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
が
神
学
の
要
綱
を
作
成
し
始
め

た
旨
、
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ゴ
メ
ス
は
、
期
待
通
り
の
著
述
は
出

来
そ
う
に
な
く
、
そ
の
仕
事
に
余
り
気
が
進
ま
ず
、
進
行
も
遅
々

と
し
て
い
た
、
と
い
う
。
ゴ
メ
ス
が
コ
レ
ジ
オ
の
テ
キ
ス
ト
と
し

コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
ウ
ム

て
著
述
す
る
要

綱
は
、
一
五
九
三
年
に
出
来
上
が
る
。
ゴ
メ
ス

の
要
綱
著
述
の
経
緯
、
要
綱
原
文
の
翻
訳
・
翻
刻
、
そ
の
歴
史
的

意
義
等
に
つ
い
て
は
、
尾
原
悟
神
父
の
研
究
が
あ
る
。

尾
原
悟
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
科
学
思
想
の
伝
来
と
受
容
」『
近
世
科
学

思
想
』
下
（『
日
本
思
想
大
系
』
63
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。

尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
科
学
思
想
│
│
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス

著
「
天
球
論
」
の
研
究
│
│
」『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
一
〇
輯
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
六
五
年
。
尾
原
悟
編
著
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
コ
レ

ジ
ヨ
の
講
義
要
綱
』
Ⅰ
〜
Ⅲ
（『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
三
四
輯
〜
三

六
輯
）
教
文
館
、
一
九
九
七
年
〜
一
九
九
九
年
。Joseph

Schütte,
“D

rei
U

nterrichtsbücher
für

Japanische
Jesuitenprediger

aus
dem

X
V

I.Jahrhundert”,A
rchivum

H
istoricum

Societa-
tis

Iesu,V
III,1939.

（
５９
）

Jap.Sin.9−II,f.336,336v.

（
６０
）

B
ritish

M
useum

,A
dd.9859,f.9.

（
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、7519

�175

�1.

こ
の
史
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
、
岡
美
穂
子
氏

の
お
世
話
に
な
っ
た
）
。Segunda

parte
das

cartas,
É

vora
,

1598,reprint,f.133v.

松
田
毅
一
監
訳
、
前
掲
書
、
Ⅲ
、
七
、

一
九
九
四
年
、
三
・
四
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯

『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
下
、
一
・
二
頁
。

（
６１
）
名
簿
の
職
務
欄
にC

oncionator

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
文
の
同
類
史
料
に
見
え
るpregador

「
説
教
者
」
を
意
味
す

る
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
６２
）

Schüttte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

pp.
158

�

161.

（
６３
）

Ibid.,I,p.180.

（
６４
）

Jap.Sin.10−I,f.58v.

（
６５
）
外
山
幹
夫
『
大
友
宗
麟
』（
人
物
叢
書
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九

七
五
年
、
二
五
七
〜
二
六
五
頁
。『
史
料
綜
覧
』
一
二
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
一
四
・
一
二
五
頁
。

（
６６
）

Segunda
parte

das
cartas,É

vora,1598,reprint,
ff.

146

�

152.

松
田
毅
一
監
訳
、
前
掲
書
、
Ⅲ
、
七
、
三
七
〜
五
二
頁
。
村

上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
下
、

七
九
〜
九
五
頁
。

（
６７
）

Segunda
parte

das
cartas,

É
vora,

1598,
reprint,

ff.
159

v.,160.

松
田
毅
一
監
訳
、
同
右
、
Ⅲ
、
七
、
七
三
〜
七
七
頁
。
村

上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編
輯
、
同
右
、
下
、
一
〇
八
〜
一
一
〇

頁
。

（
６８
）

Schüttte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

pp
.

207,

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

四
六
（
四
〇
〇
）



208.

（
６９
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
の
第
一
便
文
書
はJap.Sin.45−II,f.96v.

ス

ペ
イ
ン
文
文
書
はJap.Sin.50,f.53v.

ポ
ル
ト
ガ
ル
文
文
書
に

拠
っ
て
訳
載
し
た
が
、
一
部
ス
ペ
イ
ン
文
文
書
を
参
照
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
文
意
を
明
確
に
し
得
た
箇
所
も
あ
る
。
本
文
書
の
末
尾

レ
イ
ノ

に
、「
こ
の
〔
年
報
〕
は
、
豊
後
国
の
滅
亡
以
前
に
記
述
さ
れ

た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。Jap.Sin.45−II,f.99v.

（
７０
）

Jap.Sin.10−II,f.260,260v.

（
７１
）

Jap.Sin.51,f.92.

（
７２
）
原
語
はC

andam
axo

（Jap.
Sin.

45−II,
f.

106

）,C
udacu-

m
eu

（Segunda
parte,f.194v.

）、
な
お
こ
の
時
の
イ
エ
ズ
ス
会

士
た
ち
の
豊
後
脱
出
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
に

も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
こ
の
地
名
がC

undam
acçu

と
記
さ
れ
て
い
る
。

Segunda
parte

das
cartas,E

vora,1598.
に
つ
い
て
の
村
上

訳
に
は
日
本
語
に
よ
る
地
名
同
定
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
松
田
訳

に
は
「
下
松
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。Fróis,H

istoria
de

Japam

の
編
者
ヴ
ィ
ッ
キ
神
父
はK

udam
atsu

港
の
こ
と
だ
と
註
記
す
る
。

松
田
・
川
崎
訳
で
も
、「
下
松
」
と
記
す
。

Fróis,op.cit.,IV
,p.315.

松
田
毅
一
監
訳
、
前
掲
書
、
Ⅲ
、

七
、
一
七
四
頁
。
松
田
・
川
崎
訳
、
前
掲
書
、
８
、
一
九
七
八
年
、

二
〇
九
頁
。

（
７３
）

Jap.Sin.45−II,ff.105v.,106.Segunda
parte

das
cartas,

E
vora,1598,reprint,ff.193v.−195.

松
田
毅
一
監
訳
、
前
掲
書
、

Ⅲ
、
七
、
一
七
二
〜
一
七
五
頁
。
村
上
直
次
郎
訳
、
柳
谷
武
夫
編

輯
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
下
、
一
九
六
〜
一
九
九
頁
。

（
７４
）

Schüttte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

pp.
200

�

209.

（
７５
）
松
田
・
川
崎
訳
、
前
掲
書
、
11
、
一
九
七
九
年
、
九
八
頁
。

（
７６
）

Schüttte,M
onum

enta
H

istorica
Japoniae,I,p.209.

（
７７
）
原
語
（
翻
刻
本
）
はcaza

de
aprovação.

（
７８
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.275.

松
田
・
川
崎
訳
、
前
掲
書
、
11
、

四
四
頁
。

（
７９
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.277.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、
11
、

四
六
頁
。

（
８０
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.277.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、
11
、

四
七
頁
。

（
８１
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.279.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、
11
、

四
九
頁
。

（
８２
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.279.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、
11
、

四
九
・
五
〇
頁
。

（
８３
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.280.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、
11
、

五
一
頁
。

（
８４
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.312,313.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、

8
、
二
〇
四
頁
。

（
８５
）

Fróis,op.cit.,IV
,pp.315,316.

松
田
・
川
崎
訳
、
同
右
、

8
、
二
〇
九
・
二
一
〇
頁
。

（
８６
）

Schüttte,
M

onum
enta

H
istorica

Japoniae,
I,

pp
.

209,
1242,1243,1288,1289.

（
８７
）

Jap.Sin.11

�I,ff.84,84v.,86.

（
８８
）

Jap.Sin.11

�I,f.121,121v.

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
イ
エ
ズ
ス
会
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
つ
い
て
（
下
）

四
七
（
四
〇
一
）



付
記

五
野
井
隆
史
「
豊
後
府
内
の
教
会
領
域
に
つ
い
て
│
│
絵
図
、
文
献

史
料
と
考
古
学
資
料
に
基
づ
く
府
内
教
会
の
諸
施
設
と
そ
の
変
遷

│
│
」
に
は
、
戦
国
時
代
後
期
の
府
内
の
町
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る

「
府
内
古
図
」（
江
戸
時
代
初
期
作
成
）、
教
会
史
料
の
記
述
、
お
よ
び

近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
拠
っ
て
、
一
五
八
四
年
当
時
の
府
内
イ
エ

ズ
ス
会
教
会
諸
施
設
の
位
置
関
係
を
推
測
し
た
図
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
コ
レ
ジ
オ
も
記
さ
れ
て
い
る
。（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研

究
紀
要
』
一
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
四
五
・
四
六
頁
）。

史

学

第
八
一
巻

第
三
号

四
八
（
四
〇
二
）


